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1 私を育てたあの時代、あの出会い

専門性を追究し続ける大切さを
先輩の後ろ姿に学んだ
山口県山口市立小郡中学校校長◎臼杵裕世
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2 0 1 1中学校教育の歩み

 

今、そして
これからの中学校教育が担うもの
全日本中学校長会会長◎新藤久典
全国連合小学校長会会長◎向山行雄
 

50年続く「バズ学習」を基盤に
集団の力で学力向上を図る
岐阜県土岐市立泉中学校

統合４校が互いに学び合い
新たな学校文化を創造する
長野県阿智村立阿智中学校

風通しの良さと広域連携で
小規模校の校内研修を活性化
山形県尾花沢市立福原中学校

データで見る中学校教育の課題
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課題整理と今後の方向性
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3

中学校教育の
不易と流行

「授業」で生徒を、学級を伸ばす　第1回

あ ち

東日本大震災の被災者の皆さまに、心からお見舞い申し上げます。　　VIEW21編集部一同
※今号では山形県の学校の記事も掲載をしております。



私を育てた
あの時代、あの出会い

第5回

専
門
性
を
追
究
し
続
け
る
大
切
さ
を

先
輩
の
後
ろ
姿
に
学
ん
だ

山
口
県

　山
口
市
立
小
郡
中
学
校
校
長
　

臼
杵
裕
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教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
臼
杵
校
長
が
語
る
。

高校時代
絵を描くうちに
美術の教師を志す

1973（昭和48）
新採として厚狭郡
楠町立吉部中学校
（現宇部市立楠中学校）
に赴任

1979（昭和54）
下関市立
山の田中学校に赴任。
山路光男先生と出会う

1986（昭和61）
山口大教育学部附属
光中学校に赴任。
授業研究に力を入れる

授業研究はテーマごとに
冊子にまとめた

1994（平成6）ごろ
地域の社会人向け
絵画教室などで
ボランティア講師を務める

1999（平成11）
都濃郡鹿野町立
鹿野中学校
（現周南市立鹿野中学校）
に校長として赴任

2009（平成21）
山口市立小郡中学校に
赴任

1

感
性
を
磨
き
続
け
る
こ
と
が

指
導
力
を
伸
ば
す

　
教
師
歴
７
年
で
赴
任
し
た
中
学
校
は
25

学
級
も
あ
る
大
規
模
校
で
し
た
。
美
術
教

師
は
私
を
含
め
て
３
人
。
そ
の
う
ち
の
一

人
、
山
路
光
男
先
生
に
私
は
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
し
た
。
先
生
は
当
時
50
歳
く
ら

い
。
作
品
は
必
ず
仕
上
げ
る
よ
う
に
指
導

す
る
、
厳
し
い
面
の
あ
る
先
生
で
し
た
。

　
そ
の
姿
勢
は
私
た
ち
後
輩
教
師
に
対
し

て
も
同
じ
で
し
た
。
あ
る
日
、
授
業
の
準

備
を
し
て
い
る
と
、
山
路
先
生
に
「
戸
は

閉
め
る
も
の
だ
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

美
術
で
は
彫
刻
刀
な
ど
を
生
徒
に
貸
し
出

す
た
め
、
戸
棚
か
ら
よ
く
出
し
入
れ
し
ま

す
。
そ
の
引
き
戸
が
開
い
た
ま
ま
だ
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
私
が
封
筒
を
手
で
破
い

て
開
封
し
て
い
る
と
「
封
書
は
は
さ
み
で

開
け
な
さ
い
」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
細

か
く
見
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、

美
術
は
道
具
を
使
う
教
科
で
す
。
安
全
面

や
生
徒
指
導
面
も
考
え
て
道
具
を
大
切
に

扱
う
の
は
当
然
の
心
構
え
で
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
以
上
に
、
次
に
戸
棚
を
使
う
人
や

手
紙
を
く
れ
た
人
へ
の
気
遣
い
、
普
段
か

ら
一
つ
ひ
と
つ
の
所
作
を
丁
寧
に
行
う
大

切
さ
を
先
生
は
伝
え
た
か
っ
た
の
で
す
。

私
は
自
分
が
戸
を
閉
め
る
く
せ
が
付
い
て

よ
う
や
く
、そ
の
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

うすき・ひろよ　高校時代に美術部に所属、美術教師を志す。山口大教育学部附
属光中学校、都濃郡鹿野町立鹿野中学校校長、岩国教育事務所所長等を経て、
２００９年山口市立小郡中学校に赴任。山口県中学校文化連盟会長なども歴任。

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

授業研究はテーマごとに
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山
路
先
生
は
制
作
活
動
に
も
意
欲
的
に

取
り
組
ま
れ
、
展
覧
会
に
毎
年
出
品
し
、

個
展
を
何
度
も
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
授

業
と
校
務
、
展
覧
会
の
世
話
役
等
も
務
め

ら
れ
、
と
て
も
忙
し
い
は
ず
な
の
に
、
自

分
を
律
し
て
制
作
し
て
い
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
私
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
、
長
期

休
業
な
ど
を
使
っ
て
制
作
に
励
み
ま
し

た
。
新
た
な
技
法
を
身
に
付
け
る
と
、
表

現
の
幅
が
広
が
っ
て
、
感
性
も
磨
か
れ
ま

す
。
教
師
は
好
き
な
絵
を
描
き
な
が
ら
続

け
ら
れ
る
仕
事
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

制
作
は
教
科
の
専
門
性
を
高
め
る
上
で
重

要
だ
と
学
び
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
、
山

路
先
生
に
影
響
を
受
け
た
一
つ
ひ
と
つ
の

出
来
事
が
深
く
心
に
刻
ま
れ
て
い
る
の

は
、
作
品
制
作
を
通
じ
て
専
門
性
を
追
究

す
る
姿
勢
に
、
私
が
深
く
共
感
し
、
引
か

れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
見
付
け

更
に
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い

　
35
歳
で
赴
任
し
た
中
学
校
で
は
、
授
業

研
究
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
山
路
先
生
を

真
似
て
、
学
校
近
く
の
有
名
な
海
岸
な
ど

地
域
性
の
あ
る
素
材
を
教
材
に
取
り
入
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
美
術
の
授
業
は
個
人
制

作
に
終
始
し
が
ち
で
す
が
、
私
は
集
団
指

導
の
良
さ
を
生
か
し
て
生
徒
の
力
を
伸
ば

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
生
徒

に
絵
を
２
、３
枚
見
せ
て
気
付
い
た
こ
と

を
話
し
合
わ
せ
、
見
る
人
に
感
動
を
与
え

る
絵
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と

投
げ
掛
け
ま
し
た
。
す
る
と
、
生
徒
か
ら

多
様
な
意
見
が
出
て
、
互
い
に
想
像
力
や

意
欲
を
刺
激
し
合
え
る
の
で
す
。

　
授
業
で
は
、
生
徒
自
身
が
気
付
い
て
い

な
い
良
さ
を
見
付
け
、
価
値
付
け
る
こ
と

に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
発
言
や
描

い
た
絵
は
ど
こ
が
ど
う
素
晴
ら
し
い
の

か
、
機
を
逃
さ
ず
に
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
美
術
は
自
ら
の
内
な
る
も
の
を
表

現
す
る
教
科
で
す
。
作
品
を
生
み
出
す
の

は
自
分
自
身
で
あ
り
、
そ
れ
は
友
だ
ち
と

違
っ
て
当
然
で
す
。
制
作
や
話
し
合
い
を

通
し
て
、
他
者
と
の
違
い
に
気
付
き
、
自

分
も
友
だ
ち
も
認
め
る
大
切
さ
を
実
感
し

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　
校
長
に
な
っ
た
今
は
、
特
に
若
手
の
先

生
に
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
山
路
先
生
が
私
を
見
て
く

だ
さ
っ
た
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
を
し
っ

か
り
見
よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。
私
が

人
生
の
指
標
と
し
て
い
る
言
葉
に
「
思
い

立
っ
て
取
り
組
ん
で
、
出
来
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
、
更
に
励
む
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
出
来
た
と
こ
ろ
を
見
つ
け

て
、
更
に
伸
ば
そ
う
と
頑
張
る
。
駄
目
な

と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
穴
埋
め
す
る
よ
り
も

前
向
き
に
な
り
、
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
か

ら
で
す
。

　
山
路
先
生
は
人
と
人
と
の
結
び
付
き
を

と
て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
路

先
生
を
見
習
い
、
私
も
展
覧
会
の
世
話
役

な
ど
を
積
極
的
に
受
け
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
２
０
１
１
年
３
月
で
定
年
退
職
を

迎
え
ま
し
た
が
、
私
が
山
路
先
生
と
出
会

え
た
よ
う
に
、
今
度
は
自
分
が
出
会
い
の

場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
学
校
外
で
の

出
会
い
の
場
を
広
げ
る
こ
と
で
、
先
生
方

が
専
門
性
を
高
め
、
指
導
力
を
高
め
る
手

助
け
を
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
作
品
を
作
り
続

け
、
美
術
と
い
う
自
分
の
専
門
分
野
に
磨

き
を
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自分では分からない良さに
気付かせるのが教師の役目

臼杵先生は、今もほぼ１日１枚の
ペースで野菜や花など身近なもの
を水彩画に描いている。「もっと
感性を高めたい」という思いが、
忙しい合間にも描き続けられる原
動力だという
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中
学
校
は
、
戦
後
か
ら
一
貫
し
て
、

３
年
間
の
後
期
義
務
教
育
を
担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

い
か
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
も
、
今
後
の
中
学
校
教
育
に
お
い
て

大
切
に
し
続
け
た
い
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
を
守
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
視
点
で
変
化
を
受
け
止
め
、
進
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
か
。

校
長
先
生
の
対
談
と
学
校
の
取
り
組
み
事
例
か
ら
考
え
る
。

「
授
業
」で
生
徒
を
、学
級
を
伸
ば
す　
第

1
回

中
学
校
教
育
の

　
　
不
易
と
流
行

特
集

回
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は
じ
め
に

100
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7070
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4040

※選択教科により時数が変動した
※選択教科により時数が変動した

昭和２２年昭和３７年昭和４７年 昭和３６年昭和４６年

3045～3570時間3360時間3535時間

３年間の授業時数

高校進学率（％）

昭和２５年
42.5%

昭和３０年
29,796千人

昭和４０年
70.7%

昭和４９年
90.8%

高校進学率

０～１４歳人口

昭和20年
1945年

25
1950

30
1955

35
1960

40
1965

45
1970

50
1975

●
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
公
布

　
●
新
学
制
に
よ
る
小
学
校
・
中
学
校
発
足

　
学
習
指
導
要
領（
試
案
）発
行

●
新
制
高
等
学
校
発
足

●
学
校
給
食
法
公
布

学
習
指
導
要
領
告
示「
系
統
性
の
重
視
」

●
学
級
編
制
の
標
準
を
50
人
か
ら
45
人
に
引
き
下
げ

学
習
指
導
要
領
告
示「
教
育
内
容
の
現
代
化
」　
●
ク
ラ
ブ
活
動
必
修
化

　
◎
大
学
・
短
大
進
学
率
２
割
超
え
る

●
中
央
教
育
審
議
会（
中
教
審
）答
申「
今
後
に
お
け
る
学
校
教
育
の
総
合
的
な
拡
充
整
備
の
た
め
の

◎
大
学
・
短
大
進
学
率
が
３
割
を
超
え
る

●
教
頭
職
の
法
制
化

●
主
任
制
度
の
実
施

基
本
的
施
策
に
つ
い
て
」（
四
六
答
申
）

産業経済の発展、
所得水準の上昇により、

教育に対する国民の熱意が強まる

経済成長に対応した
教育の量的拡大

中
学
校
教
育
の
歩
み

１
９
４
７（
昭
和
22
）年
に
「
６
・
３
制
」
の
新
学
制
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
２
０
１
１
年
度
で
64
年
を
迎
え
た
。

中
学
校
教
育
の
変
化
を
、
主
な
出
来
事
と
統
計
デ
ー
タ
か
ら
ま
と
め
た
。

参考文献
◎文部科学省「学校基本調査」「学
制百年史」「学制百二十年史」「わ
が国の教育の現状」「わが国の教育
水準」「中央教育審議会 初等中等
教育分科会 教育課程部会 第４期第
３回資料」「生徒指導上の諸問題の
現状について（概要）」
◎教育情報ナショナルセンター（国立
教育政策研究所教育研究情報セン
ター）「過去の学習指導要領」
◎全日本中学校長会「中学校教育
六十年」
◎ Benesse 教育研究開発センター
「第２回子ども生活実態基本調査」
◎国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口」「人口統計
資料集」

http://www.mext.go.jp/
http://www.nier.go.jp/
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kodomoseikatu_data/2009/
http://www.ipss.go.jp/
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

昭和５６年平成１３年平成２３年

3150時間2940時間
昭和５７年平成１４年平成２４年

3045時間

０～１４歳人口（千人）
30,00030 000

25,00025 000

20,00020 000

15,00015 000

10,00010 000

昭和５３年
27,708千人

平成２３年
15,739千人

平成３２年
11,693千人

平成２０年
96.4%

55
1980

605
1985

平成元年
1990

10
1995

15
2000

20
2005

25
2010

30
20152020

学
習
指
導
要
領
告
示「
ゆ
と
り
と
充
実
」

●
学
級
編
制
の
標
準
を
45
人
か
ら
40
人
に
引
き
下
げ

◎「
校
内
暴
力
」多
発（
年
間
３
５
４
７
件
）

●
教
育
公
務
員
特
例
法
一
部
改
正（
初
任
者
研
修
の
制
度
化
）

●
中
教
審
答
申「
生
涯
学
習
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
」

●
中
教
審
答
申「
新
し
い
時
代
に
対
応
す
る
教
育
の
諸
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
」 

●
学
校
週
五
日
制（
月
１
回
）

●
業
者
テ
ス
ト
廃
止

　
◎
大
学
・
短
大
進
学
率
が
４
割
を
超
え
る

●
学
校
週
五
日
制（
月
２
回
）

●
中
教
審
答
申「
21
世
紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
１
次
答
申
）

●
中
教
審
答
申「
21
世
紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
第
２
次
答
申
）

学
習
指
導
要
領
告
示「
生
き
る
力
」　
●
部
活
動
、教
育
課
程
外
に

●
中
高
一
貫
教
育
の
制
度
化

●
教
育
改
革
国
民
会
議「
教
育
改
革
国
民
会
議
報
告
〜
教
育
を
変
え
る
17
の
提
案
〜
」　
●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
０

●
21
世
紀
教
育
新
生
プ
ラ
ン（
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
）

●
確
か
な
学
力
の
向
上
の
た
め
の
２
０
０
２
ア
ピ
ー
ル「
学
び
の
す
す
め
」　
●
完
全
学
校
週
五
日
制

●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
３

●
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）２
０
０
３
結
果
発
表

◎
大
学
・
短
大
進
学
率
が
５
割
を
超
え
る

●
教
育
基
本
法
改
正
　
●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
６
　
●
教
育
再
生
会
議
設
置

●
教
育
三
法
改
正
　
●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
悉
皆
調
査
）

●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
０
９
　
◎
携
帯
電
話
所
持
率
男
子
44
％
、女
子
56
％

●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
抽
出
調
査
に
変
更
）

●
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）２
０
１
１

◎
新
学
習
指
導
要
領
で
６
年
間
学
ん
だ
児
童
が
中
学
１
年
生
に

学
習
指
導
要
領
告
示「
生
き
る
力
」　
●
国
際
数
学
・
理
科
教
育
動
向
調
査（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）２
０
０
７
結
果
発
表

●
新
学
習
指
導
要
領
施
行
　
●
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
理
科
を
追
加
）　
●
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
２
０
１
２

学
習
指
導
要
領
告
示「
新
し
い
学
力
観
」　
●「
部
活
代
替
制
度
」

●
臨
時
教
育
審
議
会（
臨
教
審
）設
置

◎「
い
じ
め
」多
発（
小
・
中
・
高
校
全
体
の
約
半
数
で
発
生
）

知識集約型産業への転換、
地方分権の進展の中、個性重視の原則、

生涯学習社会への移行。
いじめや不登校の問題が顕在化

個性重視と
変化への対応

知識基盤社会において、
国際社会に生きる日本人としての

資質・能力の重視。
地域・家庭との連携の動き進む

「知の更新」を目指して

国際化が進む中、
公教育への不信感が高まる。

確かな学力と
豊かな人間性の育成を重視

「生きる力」の育成と
総合的な学力の重視

経済の安定成長期。
受験戦争が激化し、

校内暴力の問題が顕在化

安定成長下の
教育の質的向上

＊２０１２（平成２４）年以降の項目・数値は変更の可能性があります
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│
│
今
の
子
ど
も
を
見
て
い
て
、
近
年
の
社
会
変
化

の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
の
は
、
特
に
ど
の

よ
う
な
点
で
す
か
。

新
藤

　
今
の
子
ど
も
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
ネ
ッ
ト

社
会
の
中
に
い
ま
す
。
大
量
の
知
識
を
手
軽
に
得
ら

れ
る
が
故
に
、
先
が
見
え
た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。「
頑
張
っ
て
も
ろ
く
な
こ
と

は
な
い
」
な
ど
と
、
人
生
や
社
会
を
見
限
っ
て
い
る

よ
う
な
態
度
が
目
立
ち
、「
自
分
の
可
能
性
を
信
じ

て
追
求
す
る
」
と
い
う
大
切
な
力
が
足
り
な
い
よ
う

で
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
保
護
者
に
も
「
う
ち
の
子

ど
も
は
こ
の
程
度
だ
」
と
見
切
り
を
つ
け
て
し
ま
う

傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
中
学
生
は
ま
だ
十

代
の
初
め
。
こ
れ
か
ら
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

す
。
教
師
が
子
ど
も
の
力
を
信
じ
て
伸
ば
し
て
い
く

強
い
気
持
ち
を
持
つ
必
要
性
を
痛
感
し
ま
す
。

向
山

　
情
報
化
に
よ
り
、
直
接
体
験
が
減
っ
て
間
接

体
験
が
肥
大
化
し
て
い
る
こ
と
や
、
子
ど
も
や
保
護

者
と
教
師
と
の
情
報
量
の
差
が
一
気
に
縮
ま
っ
た
こ

と
も
大
き
な
変
化
で
す
。こ
う
し
た
社
会
や
子
ど
も
、

保
護
者
の
変
化
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か
と
い
う

視
点
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
は
求
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
藤

　
例
え
ば
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
か
つ
て
の

よ
う
な
「
学
校
に
任
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
姿
勢

で
は
な
く
、「
一
緒
に
育
て
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
協

力
関
係
の
構
築
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
ま

た
、
間
接
体
験
が
増
え
、
本
物
と
じ
っ
く
り
向
き
合

う
体
験
が
減
っ
て
い
る
影
響
と
し
て
、
思
考
を
面
倒

に
感
じ
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
考

え
る
の
を
早
々
に
や
め
て
し
ま
い
、
他
に
正
解
を
求

め
よ
う
と
す
る
の
で
す
。
も
っ
と
粘
り
強
く
考
え
る

力
が
必
要
で
す
。
更
に
言
う
と
、
自
分
を
信
じ
て
、

自
分
は
本
当
は
ど
う
な
り
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に

ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
を
、
論
理
的
に
考
え
抜
く
力

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
力
を
付
け
る
た
め
に
、
今
後
、
ど
う
指

導
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
単
に
知
識
量
を
増
や
し

た
り
、
応
用
問
題
を
繰
り
返
し
解
か
せ
れ
ば
応
用
力

が
付
く
と
い
う
学
力
観
か
ら
抜
け
出
し
、
子
ど
も
自

身
に
考
え
さ
せ
た
り
、
体
験
さ
せ
た
り
す
る
授
業
に

転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
（
Ｐ
．30
5
教

師
の
指
導
観
参
照
）。

向
山

　
情
報
化
だ
け
で
な
く
、
少
子
化
・
国
際
化

課
題
整
理
と
今
後
の
方
向
性

今
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の

中
学
校
教
育
が
担
う
も
の

社
会
・
子
ど
も
・
教
師
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、

そ
の
中
で
、
中
学
校
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
の
か
。

全
日
本
中
学
校
長
会
の
新
藤
久
典
会
長
と
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
の
向
山
行
雄
会
長
が
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
や
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

情
報
化
で
自
己
の
可
能
性
を

見
限
る
子
ど
も
が
増
加

重
要
性
を
増
す「
論
理
的
に
考
え
抜
く
力
」

社
会
・
子
ど
も
の
変
化

少
子
化
が
進
む
日
本
で
求
め
ら
れ
る

「
付
加
価
値
を
生
み
出
す
力
」
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特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

も
進
み
ま
す
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
日
本
人
に
求
め
ら
れ
る
学
力
（
Ｐ
．11
図

❶
将
来
の
社
会
を
生
き
抜
く
学
力
）
を
考
え
続
け
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
学
力
な
の
か
。
現
在
、
小
・
中
学
校
に
は
約

１
０
０
０
万
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
10
年
後
に

は
約
９
０
０
万
人
に
な
る
と
い
う
推
計
も
あ
り
ま
す

（
Ｐ
．28
1
今
後
10
年
の
児
童
・
生
徒
数
の
予
測
参
照
）。

単
純
に
考
え
て
も
、
現
在
よ
り
も
一
割
増
の
力
を
付

け
な
け
れ
ば
、日
本
は
生
産
力
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。

中
・
長
期
的
に
考
え
る
と
、
付
加
価
値
を
生
み
出
す

力
、
言
い
換
え
れ
ば
、
基
礎
・
基
本
を
し
っ
か
り
習

得
し
た
上
で
、
そ
れ
を
活
用
す
る
力
を
い
か
に
育
て

る
か
が
重
要
な
課
題
に
な
り
そ
う
で
す
。「
知
の
更

新
」
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
藤

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
力
を
子
ど
も
に
付
け
る
こ
と
が
学
校
の
役

割
で
す
。
と
こ
ろ
が
、こ
れ
ま
で
の
中
学
校
教
育
は
、

教
科
学
力
の
保
障
に
ば
か
り
目
が
向
き
が
ち
で
し

た
。
進
路
実
績
を
気
に
す
る
保
護
者
の
視
線
な
ど
が

あ
り
、
従
来
の
学
校
経
営
は
テ
ス
ト
の
結
果
に
一
喜

一
憂
す
る
「
守
り
」
の
面
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

最
近
は
、
高
い
意
識
を
持
ち
、
行
動
に
移
す
校
長
に

出
会
う
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
進
路
実
績
な
ど
表
層

的
な
学
力
を
問
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
学
校
の
置

か
れ
た
状
況
を
把
握
し
、
地
域
の
教
育
資
源
を
生
か

し
な
が
ら
、
独
自
の
学
校
経
営
に
取
り
組
む
動
き
が

出
て
き
た
と
思
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て

取
り
組
も
う
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
。
学
校
が
主
体
性
を
発
揮
し
始
め
、「
攻
め
」

の
姿
勢
に
転
じ
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

向
山

　
こ
こ
２
、３
年
で
社
会
の
潮
流
が
変
わ
り
、

長
ら
く
続
い
た
「
学
校
バ
ッ
シ
ン
グ
」
と
言
え
る
よ

う
な
状
況
が
収
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
変

化
を
受
け
て
、
学
校
が
受
け
身
で
は
な
く
主
体
的
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
先
生
方
の
様
子
で
変
化
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

新
藤

　
教
師
全
体
の
傾
向
と
し
て
や
や
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
の
間
で
流
行
し

て
い
る
事
象
に
つ
い
て
、
一
昔
前
ま
で
は
、
教
師
は

自
分
で
調
べ
た
り
聞
い
た
り
し
て
、
あ
る
程
度
は
把

握
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
は
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
問
題
に
つ
い
て
知
識
が
な

い
ば
か
り
か
、
関
心
す
ら
持
た
な
い
教
師
が
い
る
よ

う
で
す
。
子
ど
も
に
浸
透
し
て
い
る
文
化
の
知
識
や

理
解
が
な
い
ま
ま
指
導
だ
け
し
て
い
て
は
、
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
情
報
化
社
会
の
難
し
さ

が
あ
る
の
は
確
か
で
す
が
、「
教
師
は
子
ど
も
の
社

会
を
少
し
で
も
知
っ
て
お
く
べ
き
」
と
い
う
考
え
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
問
題
だ
と
感
じ
ま
す
。

向
山

　
新
採
の
離
職
率
の
高
さ
も
気
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
々
の
育
て
方
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
反

省
も
あ
り
ま
す
が
、
若
い
先
生
方
の
価
値
観
の
変
化

全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長

東
京
都
中
央
区
立
泰
明
小
学
校
校
長

向
山
行
雄

む
こ
う
や
ま
・
ゆ
き
お
◎
教
職
歴
37
年
。
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭
、
東

京
都
文
京
区
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
東
京
都
教
育
庁
指
導
部
指
導
企
画

課
指
導
主
事
、東
京
都
品
川
区
教
育
委
員
会
指
導
課
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

モ
ッ
ト
ー
は
「
志
を
高
く
掲
げ
て
、
力
強
く
前
進
し
よ
う
」

全
日
本
中
学
校
長
会
会
長

東
京
都
新
宿
区
立
西
戸
山
中
学
校
校
長

新
藤
久
典

し
ん
ど
う
・
ひ
さ
の
り
◎
教
職
歴
35
年
。
東
京
都
公
立
中
学
校
教
諭
、
東

京
都
東
村
山
市
教
育
委
員
会
指
導
室
長
、
東
京
都
教
育
委
員
会
管
理
主
事

な
ど
を
経
て
現
職
。モ
ッ
ト
ー
は「N

ever say "can't". 

│
己
を
信
じ
て
、

ま
ず
行
動
す
る
人
に
な
ろ
う
」

「
24
時
間
教
師
」へ
の
抵
抗
感

「
待
て
な
い
指
導
」が
増
え
た

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

http://www.shinjuku.ed.jp/jh-shinjuku-nishitoyama/
http://www.chuo-tky.ed.jp/~taimei-es/
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と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。
教
師
は
帰
宅
後
も

休
日
も
、
自
宅
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
24
時
間
、
教
師
で
あ
る
」
と
い
う
覚
悟

が
な
け
れ
ば
続
け
ら
れ
る
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
先
生
方
に
は
、
そ
の
覚
悟
が
十
分
で
は
な
い
と

感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
藤

　
私
た
ち
の
若
手
時
代
に
比
べ
て
、
今
の
若
い

先
生
方
は
優
秀
だ
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
授
業

が
上
手
で
人
間
的
に
も
素
晴
ら
し
い
先
生
が
、突
然
、

辞
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
々
に
自
分
に

見
切
り
を
つ
け
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。

　
ま
た
、
他
の
先
生
の
授
業
や
学
級
経
営
を
見
て
、

良
い
面
を
盗
む
と
い
う
発
想
も
弱
く
な
り
ま
し
た
。

│
│
学
校
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
る
中

で
、
義
務
教
育
を
担
う
立
場
に
あ
る
中
学
校
は
、
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う

か
。

向
山

　
義
務
教
育
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
学
校
の
役

割
は
「
今
の
充
実
」「
将
来
へ
の
備
え
」
の
二
つ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
時
代
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
に
重
点

を
置
く
の
か
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ
の
二
つ
は
今
後

も
学
校
経
営
の
不
易
で
あ
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。
一

方
、
学
校
は
社
会
の
変
化
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
公
立
小
・
中
学
校
は
、
地
域
社
会
の
特
性
に
目
を

向
け
て
「
学
校
ブ
ラ
ン
ド
」
を
構
築
し
、
各
校
の
良

さ
を
生
み
出
し
、
校
内
外
に
発
信
し
て
い
く
姿
勢

（
Ｐ
．11
図
❷
学
校
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
）
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
学
校
経
営
は
老
舗
の
経
営

と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
伝
統
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら

信
頼
を
守
り
続
け
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
老
舗
と
し
て

長
く
繁
栄
し
て
い
く
の
で
す
。

新
藤

　
小
・
中
学
校
は
義
務
教
育
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

あ
ぐ
ら
を
か
い
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
に
「
こ
の
学
校
で
学
び
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
か
を
常
に
問
う
姿
勢
が
、
学
校
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
に
つ
な
が
り
、
義
務
教
育
が
更
に
充
実
す
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

向
山

　
そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
で
言
う
ブ
ラ
ン
ド
と
い

う
言
葉
は
、
10
年
ほ
ど
前
、
改
訂
学
習
指
導
要
領
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
流
行
し
た
「
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
」
と
は
異
な
り
ま
す
。
予
算
を
注
ぎ
込
ん
で
奇

を
て
ら
っ
た
「
特
色
」
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
学
校
な
ら
で
は
の
方
法
で
地
域
の
資
源
を
活
用

し
、
学
校
を
活
性
化
す
る
と
い
う
意
味
合
い
で
す
。

文
化
や
伝
統
、
人
材
、
生
産
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
に
目
を
向
け
て
教
育
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
藤

　
奇
を
て
ら
っ
た
取
り
組
み
は
、
決
し
て
長
続

き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り

前
に
や
り
続
け
る
こ
と
が
、
本
来
の
義
務
教
育
の
役

割
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。そ
の
姿
勢
が
学
校
と
し
て
の
強
み
を
生
み
出
し
、

ひ
い
て
は
揺
る
ぎ
な
い
学
校
文
化
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

向
山

　
義
務
教
育
で
は
、
原
則
と
し
て
子
ど
も
は
学

校
を
選
べ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
特
色
に
こ

だ
わ
る
あ
ま
り
、
教
育
内
容
が
他
校
と
は
全
く
異

な
っ
て
し
ま
う
の
は
問
題
だ
と
い
う
こ
と
も
、
頭
に

置
い
て
お
く
べ
き
で
す
。

授
業
を
参
観
す
る
機
会
を
設
け
て
も
「
私
に
は
出
来

ま
せ
ん
」
と
言
う
。
そ
れ
は
当
た
り
前
で
、
10
年
後

に
出
来
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
今
す
べ
き
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
加
え
て
、
こ
れ
は
若
手
・

ベ
テ
ラ
ン
を
問
わ
ず
、
生
徒
を
「
待
て
な
い
」
指
導

が
増
え
て
い
る
点
も
気
が
か
り
で
す
。
教
師
の
多
忙

化
や
教
師
自
身
が
す
ぐ
に
答
え
を
得
よ
う
と
す
る
傾

向
が
あ
る
の
か
、
生
徒
の
思
考
を
待
た
ず
に
、
す
ぐ

正
解
を
教
え
込
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
「
昔
は
良
か
っ
た
」
と

考
え
る
だ
け
で
は
前
進
で
き
ま
せ
ん
。
時
に
外
部
の

力
を
活
用
し
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
指
導
力
を
高
め

る
努
力
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

奇
を
て
ら
わ
ず
に
地
域
の
資
源
を

生
か
し
た
「
学
校
ブ
ラ
ン
ド
」を
築
く

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る

中
学
校
の
役
割



9 ［中学版］2011 Vol .1

特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

新
藤

　
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
校
長
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
鍵
を
握
る
（
Ｐ
．11

図
❹
校
長
の
率
先
垂
範
）と
思
い
ま
す
。こ
れ
が
し
っ

か
り
し
て
い
な
い
中
学
校
は
、
た
い
て
い
生
徒
が
荒

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
校
長
は
、
先
生
方
が
校
内

で
率
直
に
意
見
を
言
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
皆
で

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

向
山

　
同
感
で
す
。
私
は
校
長
会
な
ど
の
場
で
「
志

を
高
く
掲
げ
、
力
強
く
前
進
し
よ
う
」
と
言
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
校
長
は
、
志
に
基
づ
い
た
学
校
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
、そ
の
実
現
の
た
め
の
道
筋
を
示
し
、

更
に
そ
の
過
程
で
浮
上
す
る
課
題
を
皆
で
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
藤

　
校
長
を
中
心
に
教
師
が
共
通
の
目
標
を
持
つ

こ
と
は
重
要
で
す
。
中
学
校
が
陥
り
や
す
い
傾
向
の

一
つ
に
、
学
校
が
荒
れ
て
く
る
と
、
生
徒
指
導
に
追

わ
れ
て
共
通
の
目
標
を
見
失
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
目
の
前
の
生
徒
指
導
に
追
わ
れ
る
毎

日
に
疲
弊
し
て
し
ま
い
、
教
員
組
織
が
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
改
め

て
目
標
を
示
し
、
学
校
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
も
、

校
長
の
大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人

ひ
と
り
の
教
師
は
個
性
や
能
力
が
異
な
り
ま
す
か

ら
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
認
め
る
と
共
に
、
若
い

教
師
の
持
つ
力
を
生
か
す
と
い
う
視
点
も
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

向
山

　
校
長
の
仕
事
と
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮

者
の
よ
う
に
、
個
性
的
な
「
楽
器
」
を
上
手
に
束
ね

て
い
く
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
藤

　
確
か
に
。
た
だ
、
小
規
模
校
で
は
、
一
人
の

不
協
和
音
の
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、
な
か
な
か
ま

と
ま
ら
な
い
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
。
小
規
模
校
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が
多
く
の
役
割
を
担
い
、

負
荷
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

授
業
に
集
中
す
る
余
裕
が
な
く
、
大
学
院
ま
で
出
て

い
る
新
採
の
先
生
な
ど
が
「
何
の
た
め
に
学
ん
で
き

た
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
目
標
を
見
失
う
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
そ
う
し
た
学
校
で
は
、
教
師
の
役
割
分

担
を
改
め
て
見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
（
Ｐ
．

29
4
一
日
の
残
業
時
間
、
持
ち
帰
り
時
間
参
照
）。

向
山

　
今
後
、
世
代
交
代
が
進
み
、
若
手
の
先
生
方

が
急
速
に
増
え
て
い
く
こ
と
も
、
小
・
中
学
校
共
通

の
課
題
と
な
り
そ
う
で
す
（
Ｐ
．28
2
公
立
中
学
校

の
年
齢
別
教
員
数
参
照
）。

新
藤

　
そ
う
で
す
ね
。
長
年
、
新
採
の
先
生
が
赴
任

し
な
か
っ
た
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
校
内
に
新
採
を

育
て
る
シ
ス
テ
ム
が
な
く
な
り
、
今
、
若
手
の
先
生

が
来
て
も
育
て
ら
れ
な
い
と
い
う
学
校
が
増
え
ま
し

た
。
そ
う
し
た
背
景
も
あ
り
、
東
京
都
で
は
、
08
年

度
に
人
材
育
成
の
基
本
方
針
と
と
も
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

向
山

　
日
本
の
教
師
の
指
導
力
は
世
界
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
昔
に
比
べ
て
少
し
も
劣
っ
て
い
な
い

と
、
私
は
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
新
学
習
指
導
要
領

に
よ
っ
て
授
業
内
容
や
時
数
が
こ
れ
だ
け
増
え
る
の

で
す
か
ら
、
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
し
て
い
ま
す
（
Ｐ
．31
7
新
学
習
指
導
要
領

へ
の
不
安
参
照
）。

　
私
は
授
業
の
上
達
に
は
三
つ
の
方
法
し
か
な
い
と

生
徒
指
導
中
心
で
は
な
く

ま
ず
授
業
で
勝
負
す
る

校
長
は
学
校
づ
く
り
の
道
筋
を
示
し

校
内
で
共
通
の
目
標
を
持
つ
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思
っ
て
い
ま
す
。「
他
人
の
授
業
を
見
て
学
ぶ
」「
自

分
の
授
業
を
見
て
批
評
を
し
て
も
ら
う
」、
そ
し
て

「
自
分
で
自
分
の
授
業
を
記
録
し
て
分
析
す
る
」
で

す
。
全
国
の
小
・
中
学
校
に
は
、
こ
の
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
忙
で
あ
っ

て
も
、
い
か
に
授
業
研
究
の
時
間
を
捻
出
す
る
か
は

大
事
な
視
点
で
す
（
Ｐ
．30
6
年
間
の
校
内
研
修
実

施
回
数
参
照
）。

新
藤

　
教
師
に
と
っ
て
、
授
業
力
の
向
上
は
絶
対
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
中
学
校
で

は
、「
生
徒
指
導
が
落
ち
着
い
て
か
ら
授
業
研
究
に

取
り
組
も
う
」
と
、
生
徒
指
導
を
理
由
に
授
業
を
二

の
次
に
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
の
も
事
実
で
す
。
し

か
し
、
授
業
が
分
か
ら
な
い
か
ら
こ
そ
荒
れ
る
生
徒

が
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
生
徒
指

導
中
心
の
文
化
を
見
直
し
、
授
業
で
勝
負
す
る
と
い

う
強
い
気
持
ち
を
持
つ
（
Ｐ
．11
図
❸
授
業
づ
く
り
）

こ
と
が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
教
育
で
、
特
に
意
識
す
べ

き
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

向
山

　
新
教
育
課
程
の
全
面
実
施
に
よ
り
、
授
業
内

容
や
時
数
が
大
幅
に
増
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ん

だ
子
ど
も
が
中
学
校
に
進
学
し
て
い
き
ま
す
（
Ｐ
．

31
8
新
教
育
課
程
で
予
想
さ
れ
る
教
育
内
容
参
照
）。

習
得
と
活
用
を
中
心
と
し
た
学
習
が
、
中
学
校
で
ど

れ
く
ら
い
花
開
く
か
を
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
の
結
果
か
ら

分
析
し
た
り
、
そ
の
反
作
用
と
し
て
の
問
題
行
動
が

ど
れ
く
ら
い
増
加
す
る
の
か
を
検
証
し
た
り
す
る
こ

と
が
、
義
務
教
育
の
今
後
を
考
え
る
軸
の
一
つ
に
な

る
で
し
ょ
う
（
Ｐ
．29
3
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到

達
度
調
査
の
結
果
推
移
参
照
）。

新
藤

　
小
学
校
で
身
に
付
け
た
力
を
、
中
学
校
が
い

か
に
伸
ば
し
て
い
く
か
。
義
務
教
育
全
体
で
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
視
点
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
私
は
、
夢
を
語
れ
る
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
視
点

も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
教

師
を
通
し
て
世
の
中
を
見
て
い
ま
す
か
ら
、
教
師
自

身
が
夢
を
語
れ
る
人
間
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
精
神
論
だ
け
で
は
だ
め
で
す
。「
き
み
な

ら
出
来
る
。
先
生
に
つ
い
て
き
て
ご
ら
ん
」
と
上
を

向
か
せ
、「
こ
こ
ま
で
到
達
し
よ
う
」
と
い
う
具
体

的
な
目
標
と
「
ど
う
す
れ
ば
到
達
で
き
る
か
」
と
い

う
や
り
方
も
示
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

向
山

　
教
師
が
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
に
対
し
て
、
今

ま
で
よ
り
少
し
の
努
力
を
増
す
だ
け
で
も
、
学
校
は

大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
た
り

前
の
こ
と
を
今
よ
り
少
し
丁
寧
に
す
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
校
長
自
身
が
率
先
垂
範
し
て
、

先
生
方
に
示
す
こ
と
が
肝
要
か
と
思
い
ま
す
。

新
藤

　
私
は
、
朝
礼
で
は
「N

ever say "can't".

」

を
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
、
毎
回
、
生
徒
の
心
に
訴
え

る
資
料
を
配
り
、話
し
か
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
話
は
、
実
は
教
職
員
の
心
に
も
訴
え
る
内
容
と

な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
会
の

役
員
と
の
懇
談
会
を
開
き
、
生
徒
の
提
案
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
う
す

る
と
、
子
ど
も
を
主
体
と
し
て
学
校
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
雰
囲
気
が
校
内
に
生
ま
れ
て
い
く
の
で
す
。

　
ま
た
、
保
護
者
か
ら
強
い
要
望
が
あ
っ
た
時
、
建

設
的
な
話
し
合
い
で
解
決
で
き
そ
う
な
ら
先
生
方
に

任
せ
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
全
て
私
が
対
応

す
る
よ
う
に
徹
底
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
管
理

職
と
し
て
の
姿
勢
と
覚
悟
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ

ば
、
先
生
方
は
な
か
な
か
つ
い
て
き
ま
せ
ん
。

│
│
今
後
、
更
に
広
が
る
と
思
わ
れ
る
小
中
接
続
に

関
し
て
、
ご
提
案
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

向
山

　
中
学
校
の
理
科
の
授
業
を
見
学
し
た
際
、
先

生
が
小
学
校
で
習
う
顕
微
鏡
の
使
用
法
を
長
々
と

説
明
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
特
に
小
・
中
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
相
互
理
解
（
Ｐ
．11
図
❺
小
中
連

生
徒
を
伸
ば
す
た
め
の

具
体
的
な
目
標
と
方
法
を
示
す

小
学
校
と
の
相
互
理
解
を
深
め

「
教
師
の
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」を
解
消

教
師
が
夢
を
語
り
、夢
を
語
る
生
徒
を
育
て
る

新
教
育
課
程
の
全
面
実
施
を
前
に
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

携
）
が
不
可
欠
と
感
じ
ま
し
た
。
中
学
校
の
教
科
担

任
制
に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
要
因
で
す
。
そ
う
し
た
制
度
面
の
接
続

の
在
り
方
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

新
藤

　
反
省
を
踏
ま
え
て
言
う
と
、
中
学
校
で
は
教

師
側
に
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。
中
学
校
で
は
３
年
生
を
受
け
持
っ
た
翌

年
に
１
年
生
の
担
任
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。
す
る
と
、
１
年
生
の
能
力
を
低
く
評
価
し
、
小

学
校
で
立
派
に
出
来
た
こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
に
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
小
学
生
の
時
は
出
来

て
い
た
給
食
の
準
備
な
ど
が
、
中
学
校
に
入
っ
て
出

来
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
中
学
校
の

指
導
の
課
題
で
す
ね
。
小
６
生
と
中
１
生
の
教
師
が

も
っ
と
交
流
し
、
子
ど
も
へ
の
理
解
を
深
め
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

向
山

　
教
育
の
検
証
に
は
20
年
が
掛
か
る
と
よ
く
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
小
中
接
続
の
効
果
や
課
題
は
ま
だ

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
行
動
の
発
現
率
な

ど
短
期
間
で
測
定
可
能
な
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
つ

つ
、
自
校
の
実
態
に
合
っ
た
形
を
模
索
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

新
藤

　
小
学
校
で
学
ん
だ
内
容
を
土
台
と
し
て
適
切

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
い
目
標

を
設
定
し
て
子
ど
も
を
伸
ば
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
小
学
校
の
授
業
の
見
学
や
人
事

交
流
な
ど
、
出
来
る
こ
と
か
ら
小
中
接
続
を
取
り
入

れ
る
姿
勢
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「今の充実」と「将来の備え」を図る教育、奇をてらわず当たり前の取り組みを実践する教育不易

・２０２０年までに
　小・中学生の人口は１割減
・情報化・国際化の進展
・人間関係の希薄化
・就職内定率の低下、
　フリーターの増加

・直接体験の減少、
　間接体験の肥大化
・コミュニケーション力の低下
・将来の夢を見いだせない
　傾向の強まり

・団塊ジュニア世代が
　生徒の保護者の中心に
・子どもの力に見切りをつける傾向

・新学習指導要領の全面実施
・教師の急速な世代交代
・多忙化、多忙感が増大
・学校の小規模化
・教師と子ども・
　保護者の知識量の差が縮小

将来の社会を生き抜く学力の育成

社会

中学校
・
教師

子ども

保護者

・論理的に考え抜き、可能性を追究し、夢を語ることが出来る力
・少子化・国際化社会において、付加価値を生み出す力
・高校受験だけを目的としない、基礎・基本を習得し、それを活用する力

変化・課題

1

揺るぎない学校ブランドの構築
・伝統を守りつつ、社会の新しいニーズを取り入れる
・地域の資源を取り入れながら、学校を活性化して特色をつくる
・「この学校で学びたい」と子どもに思ってもらえる学校を目指す

2

生徒に力をつける授業づくり
・「本物との出合い」を重視した授業
・今の学びと社会とのつながりを意識した授業
・回り道に思えても、生徒を「待つ」指導

3

教師集団を引っ張る校長の率先垂範
・長期にわたりぶれない目標を掲げて、教師間で共有する
・目標実現のための道筋を示す
・教師の「とりで」となる

4

義務教育強化のための小中連携
・教師の「中１ギャップ」の解消
・９年間で子どもを育てる視点
・出来ることから少しずつ交流を深める

5

次ページからは上記のキーワードを具体的にイメージするために、３校の事例を紹介する。いずれも奇をてらった取り組みではなく、校長が主導
しながら、置かれた状況に応じてより良い学校づくりを目指している

図 これからの中学校教育を考える５つのキーワード
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S c h o o l  D a t a
◎１９４７（昭和２２）年開校。
岐阜県の東濃地区を対象にし
た研修校。９８年度からは岐
阜大教育学部の教育実習協
力校。「めあてづくり・自分づ
くり・仲間づくり」の精神を基
盤にした教育を展開する。

校長◎桐井雅康先生　

生徒数◎５４０人　　学級数◎１７学級（うち特別支援学級２）

所在地◎〒509-5132　岐阜県土岐市泉町大富1635-1

TEL◎ 0572-54-2295

URL◎ http://www.ed.city.toki.gifu.jp/izumichu/

公開研究会◎ 未定

〈
将
来
の
社
会
を
生
き
抜
く
学
力
〉〈
学
校
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
〉〈
校
長
の
率
先
垂
範
〉

事
例
に
見
る
不
易
と
流
行

1

　
土
岐
市
立
泉
中
学
校
で
は
、
給
食
後
の
15
分
間
に

清
掃
活
動
を
行
う
。
４
〜
５
人
の
生
活
班
単
位
で
、

教
室
や
廊
下
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
割
り
当
て
ら
れ
た
場
所

を
掃
除
す
る
の
だ
が
、
初
め
に
「
開
始
バ
ズ
」
と
呼

ば
れ
る
、
次
の
よ
う
な
や
り
と
り
が
行
わ
れ
る
。

　「
掃
除
中
の
私
語
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
静

か
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
」

　「
時
間
い
っ
ぱ
い
、
き
ち
ん
と
掃
除
し
ま
し
ょ
う
」

　「
気
付
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
他
の
人
の
役
割
も

手
伝
い
ま
し
ょ
う
」

　
班
長
が
進
行
役
と
な
り
、
そ
の
日
の
掃
除
の
目
標

や
班
員
の
分
担
を
て
き
ぱ
き
と
確
認
し
て
か
ら
掃
除

を
行
う
。
そ
し
て
終
了
の
放
送
が
流
れ
始
め
る
と
、

掃
除
道
具
を
し
ま
い
、
同
じ
よ
う
に
班
長
が
進
行
役

と
な
り
「
終
了
バ
ズ
」
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
一
人

ひ
と
り
反
省
点
を
述
べ
、
班
員
の
良
か
っ
た
点
も
言

い
合
う
（
写
真
１
）。

　
学
活
に
も
、「
バ
ズ
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
学
級
で
何
か
問
題
が
起
き
た
時
、
学
級
委

員
の
投
げ
か
け
に
よ
っ
て
、
生
活
班
で
今
後
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
話
し
合
い
、
ク
ラ
ス
全
体
で
発
表

す
る
。ま
た
、学
期
の
終
盤
や
大
き
な
行
事
が
終
わ
っ

た
後
に
も
「
バ
ズ
」
を
行
い
、
良
か
っ
た
点
や
反
省

点
を
出
し
合
っ
て
、次
へ
の
目
標
を
立
て
て
い
る（
写

真
２
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
泉
中
学
校
で
は
学
校
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
「
バ
ズ
（Buzz

）」
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
バ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
話
し
合
い

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

土
岐
市
立
泉
中
学
校
校
長

桐
井
雅
康K

irii M
asayasu 

「
向
こ
う
10
年
間
、
通
用
す
る
教
育
を
つ
く

る
た
め
、
ベ
テ
ラ
ン
こ
そ
青
臭
い
夢
を
語
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
見
せ
た
い
」

50
年
続
く「
バ
ズ
学
習
」を
基
盤
に

集
団
の
力
で
学
力
向
上
を
図
る

岐
阜
県

土
岐
市
立
泉
中
学
校

授
業
で
、
清
掃
で
、
学
活
で
│
│
。
土
岐
市
立
泉
中
学
校
は
、
約
50
年
に
わ
た
り
、

学
校
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
「
バ
ズ
学
習
」
を
実
践
し
て
き
た
。

進
取
の
精
神
を
大
切
に
、生
徒
の
気
質
や
教
育
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、学
校
と
し
て
の
「
不
易
」
を
守
り
続
け
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
活
動
に

「
バ
ズ
」を
取
り
入
れ
る

泉
中
学
校
に
見
る

不
易

人
間
関
係
づ
く
り
を
基
盤
と
す
る
学
力
向
上
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

の
一
形
式
の
こ
と
だ
。

１
グ
ル
ー
プ
６
人
で
６

分
間
行
う
ケ
ー
ス
が
多

い
こ
と
か
ら
「
六
六
式

討
議
」、
ま
た
「
バ
ズ
」

が
ハ
チ
が
ぶ
ん
ぶ
ん
ざ

わ
め
く
こ
と
を
意
味
す

る
た
め
「
ぶ
ん
ぶ
ん
討

議
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
同
校
は
、
こ
の
よ
う

な
人
間
関
係
づ
く
り
を

基
盤
と
す
る
「
バ
ズ
学

習
」
を
、
50
年
近
く
に

わ
た
っ
て
発
展
さ
せ
て

き
た
（
＊
）。
桐
井
雅

康
校
長
は
、
そ
の
意
義

を
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「
友
だ
ち
に
『
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
』
と
安
心
し

て
質
問
で
き
、
質
問
さ
れ
た
生
徒
が
『
何
が
分
か
ら

な
い
の
？
』
と
聞
き
返
す
。
あ
る
い
は
、
友
だ
ち
の

発
言
に
対
し
て
『
そ
れ
は
違
う
と
思
う
』
と
気
兼
ね

な
く
指
摘
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
関
係
が
出
来

て
は
じ
め
て
、
授
業
で
の
学
び
が
深
ま
り
、
一
人
ひ

と
り
の
思
考
力
や
学
力
が
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
で

す
。
そ
の
上
で
、
生
徒
か
ら
『
先
生
、
話
し
合
わ
せ

て
！
』
と
声
が
上
が
る
よ
う
な
授
業
を
行
え
ば
、
学

び
の
質
は
更
に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
単
に
グ
ル
ー
プ

で
の
話
し
合
い
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
徒
の

人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
の
が
、
本
校

の
目
指
す
『
バ
ズ
学
習
』
で
す
」

　
授
業
に
は
、
ど
の
よ
う
に
「
バ
ズ
学
習
」
を
取
り

入
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
桐
井
校
長
が
先
頭
に

立
っ
て
作
成
し
た
「『
バ
ズ
学
習
』
の
流
れ
と
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
見
て
み
よ
う
（
Ｐ
．14
図
１
）。

❶「
個
人
内
バ
ズ
」を
起
こ
す

　
ま
ず
事
象
を
提
示
し
、生
徒
に
既
習
事
項
と
の「
ず

れ
」
を
認
識
さ
せ
る
。「
な
ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」

と
い
う
驚
き
や
発
見
、
感
動
、
す
な
わ
ち
「
心
の
ざ

わ
め
き
」
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
か
ら
だ
。

驚
き
や
発
見
な
ど
が
自
然
と
出
て
く
る
よ
う
な
課
題

を
、
教
師
が
い
か
に
設
定
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要

と
な
る
。

❷「
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
バ
ズ
」を
行
う

　
協
同
学
習
と
も
い
わ
れ
る
活
動
で
、
ペ
ア
も
し
く

は
グ
ル
ー
プ
で
自
分
の
考
え
や
方
法
を
説
明
し
、
他

の
メ
ン
バ
ー
の
考
え
や
方
法
を
学
ぶ
。

❸「
全
体
バ
ズ
」へ
の
移
行

　
各
グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
持
ち
寄
っ
て
学
級
全
体
で

話
し
合
い
、
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
く
。
他
の
意

見
や
考
え
を
聞
き
、
賛
否
や
疑
問
に
つ
い
て
話
し
合

い
を
深
め
て
い
く
。

＊バズ学習については、同校のウェブサイト「泉中学校　特色」で詳しい解説がご覧いただけます。http://www.ed.city.toki.gifu.jp/izumichu/

個
人
↓
グ
ル
ー
プ
↓
全
体
へ

段
階
を
追
っ
て
「
バ
ズ
」を
起
こ
す

写真１　廊下の掃除用具入れに貼られた「掃除の流れ確認表」。「開始バズ」か
ら「終了バズ」までの一人ひとりの動きを示している

写真２　教室の後ろの
壁には、クラスで時期ご
とに振り返った内容を模
造紙に書き、掲示してい
る。これは学活での「バ
ズ」で出てきた発言をま
とめたものだ
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こ
の
よ
う
な
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、「
も
っ

と
知
り
た
い
」「
他
の
方
法
は
な
い
か
」
と
生
徒
の

自
主
的
な
学
習
を
促
す
こ
と
が
、
同
校
の
目
指
す
学

び
の
姿
だ
。

　「『
バ
ズ
学
習
』
を
授
業
に
位
置
づ
け
る
と
ど
う
な

る
の
か
。
先
生
方
が
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
、
教
科
の
特
性
や
単
元
に
応
じ
て
『
習
得
系
』

と
『
活
用
・
探
究
系
』
の
２
パ
タ
ー
ン
の
授
業
モ
デ

ル
を
つ
く
り
ま
し
た
（
図
２
）。
教
科
や
題
材
、
そ

の
授
業
の
位
置
付
け
に
よ
っ
て
、『
バ
ズ
学
習
』
の

取
り
入
れ
方
は
異
な
り
ま
す
。
単
元
の
導
入
で
生
徒

に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
単
元
の
終
わ
り
に
ま
と
め
と
し
て
行
う
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
ぞ
れ
に
合
わ
せ
て
『
バ

ズ
学
習
』
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
」（
桐

井
校
長
）

　
同
校
が
「
バ
ズ
学
習
」
を
始
め
た
の
は
１
９
６
２

年
の
こ
と
だ
。
同
校
は
荒
れ
の
最
中
に
あ
り
、
生
徒

の
人
間
関
係
の
土
台
づ
く
り
を
促
す
手
立
て
と
し
て

取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
大
き
な
成
果
を

出
し
、
学
校
は
落
ち
着
い
て
い
っ
た
た
め
、
そ
の
後

も
、「
バ
ズ
学
習
」
は
教
育
活
動
の
中
核
と
な
っ
て

い
っ
た
。
33
年
前
、
初
任
で
同
校
に
赴
任
し
た
桐
井

校
長
は
、
当
時
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
私
は
『
バ
ズ
学
習
』
の
こ
と
を
何
も
知
ら
ず
、

と
に
か
く
関
連
す
る
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
勉
強

し
、
先
輩
方
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
に
精
一
杯
、
取
り

組
み
ま
し
た
。
当
時
は
全
国
的
に
『
バ
ズ
学
習
』
が

広
ま
り
始
め
た
頃
で
、
最
新
の
教
育
活
動
を
取
り
入

れ
て
い
る
と
い
う
自
負
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
同
校
は
76
年
、
89
年
、
２
０
０
０
年
と
、
全
国
バ

生徒への投げかけ 指導のポイント

事
象
と
の
対
面

●

●

●

●

●

あれぇ？なんで？
すごい！
どうやったら？
みつけた！
うーむ？

●

●

既出の知識・常識・予想
と「ずれ」る事象との対面
驚き、発見、感動、憧れの起
きる事象との対面の工夫

●

●

教科や題材の本質に発展し
ていく課題
なにを求めればよいかが明
確な課題

●

●

仮説、具体的追究方法の
見通し
どういう結論が出ればよいの
か

●

●

●

質問・付け足し・反論・補足
複数案も可。無理矢理一つ
に結論づけない
曖昧なままで進めない

●

●

●

●

実験結果・教科書表記・
人の意見を簡単に認めさせ
ない（疑い、拘り、発展させる
姿を重視）
座席表・個人メモの活用
複線・副案を持った指導
「ゆさぶり」「やま」のある指導
（単元指導）

●

●

生徒から自然発生的に課題につながる疑問
が起こる事象提示が望ましい
教師から、「～を工夫して～しよう」の形で提示
する習熟的課題と「～は～であることを証明せ
よ。～を使って解け」のように既習の応用型課
題と生徒の疑問を「～となるのはどうしてか」と
くくり直す活用探究型課題などの課題類型
が、教科や単元等によって考えられる

●

●

個性差、能力差に対応
する手立ての準備（要
援助生徒の学習への対
応）
本時（本単元）、誰を、
どんな理由で、どのよう
に揺さぶりたいのか

●

●

●

● ●もしかしたら　　　きっとこうやれば　　　たぶん違いない
根拠をもって仲間に言えるように自分の考えをまとめる（似た体験は
ないか、何を調べればよいか）
自問自答して考えを練る（本当にそうか、どうしてそういえるのか、
どの資料からそういえるのか）

●

●

●

僕はこう思うが、君はどう思う、ならばこうしてみよう
どこまで分かり、どこが分からないかを明らかにする
誰が、どこで、何をし、注意は何で、どういう結果を求めるために
するのか

●

●

●

●

●

●

●

何がどうなればそうだといえるのか
誤差はどこに原因があるか
他の理由・考えはできないか
違う考えや方法をしている人をどう考えるか
なぜそう考えるか、理由をもっと聞きたい
私には何か腑に落ちないがみんなはどうか
○○さんとちがって、○○さんとよく似ていて、○○さんに
聞きたいけど、ということは…（思考を深める話形の指導）

●

●

●

●

●

●

この結果から本当にそういえるのか
違う方法でも同じ結論が出るか
発想や視点を変えたときどうなるか
みんなはそう言うが、先生はちがう
これについては～という考えもある
がどうか
こっちの資料ではどうなのか

● 強引にまとめない。次の時
間に思いがつながる終わら
せ方の工夫

●

●

●

●

●

他でも通用するか
日常ではどこに使われているか
別の確かめ方、考え方はないか
過去に習ったこととどうつながるか
なんだかよく分からん

●

●

●

●

○○さんの意見がすごかった。○○さんの意
見で深まった
家に帰って調べたい
よいことだとは分かるが自分にできるだろうか
ここを直して、再挑戦したい

課
題
の
成
立

個
人
内
バ
ズ

探
究
・
検
証
活
動

―
全
体
バ
ズ

後
を
引
く
終
末

ペ
ア
・

グ
ル
ー
プ
バ
ズ

●

●

●

なぜ、どうして？
理由は何だ？
どうすればいいか

＊同校の資料を基に編集部で作成

「
バ
ズ
学
習
」が
学
校
の
荒
れ
を
収
め

や
が
て
学
校
の
看
板
に

図１ 「バズ学習」の流れと指導のポイント
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

ズ
学
習
研
究
大
会
の
会
場
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、「
バ
ズ
学
習
の
学
校
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
っ
た
。

　
し
か
し
、
長
ら
く
続
け
ら
れ
て
き
た
同
校
の
「
バ

ズ
学
習
」
の
歩
み
は
、
決
し
て
平
坦
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
全
国
的
に
中
学
校
の
荒
れ
が
顕

在
化
し
て
い
た
１
９
７
０
年
代
末
〜
80
年
代
頃
に

は
、
仲
間
や
教
師
か
ら
１
日
の
行
動
を
細
か
く
規
定

さ
れ
が
ち
な
「
バ
ズ
学
習
」
に
対
し
て
生
徒
の
抵
抗

感
が
強
ま
り
、
学
校
が
落
ち
着
き
を
失
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
、「
バ
ズ
」
の

方
法
論
の
み
が
踏
襲
さ
れ
、
肝
心
の
生
徒
の
自
主
性

を
伸
ば
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
が

校
内
で
論
議
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
で
も
同
校
は
「
バ
ズ
学
習
」
を
や

め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
、

そ
の
在
り
方
を
見
直
し
、
伝
統
を
守
る
道
を
選
ん
で

き
た
。

　「
目
先
の
生
徒
指
導
に
追
わ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、『
仲
間
と
共
に
頑
張
り
た
い
』
と
い
う
生

徒
の
気
持
ち
に
応
え
、
よ
り
良
い
集
団
を
つ
く
り
な

が
ら
学
習
を
進
め
る
た
め
に
は
『
バ
ズ
学
習
』
し
か

な
い
と
い
う
思
い
が
、
ど
の
時
代
で
も
教
師
の
間
に

あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
荒
れ
に
対
し

て
は
、
学
級
経
営
を
重
視
し
た
活
動
の
見
直
し
を
行

い
、
活
動
が
形
骸
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
は
生
徒
会
活

動
の
活
性
化
を
通
じ
て
立
て
直
す
と
い
う
具
合
に
、

そ
の
都
度
、『
バ
ズ
学
習
』
の
重
点
や
意
義
を
見
直

し
て
き
た
の
で
す
」（
桐
井
校
長
）

家庭学習 家庭学習本時の授業

習
得
系
授
業

評

　価

準備する
（個人）

教わる
（教師）

試す
（個人）

●教科書を読み
疑問や概要をつ
かむ
●資料や材料を
集める
●新出の語句の
意味を調べる

▲一次自己理
解度評価
＊４回分ほどの自己
評価欄の評価表

●練習問題を解
いて理解を確か
める
●自分の疑問や
考えをまとめる

理解を確認
（班）

●仲間に自分の
考えや方法を説
明する
●仲間の考えや
方法を教え学ぶ

▲三次自己理解
度評価
＊挙手による理解
度変化評価

習得を確認
（個・班・教師）
●本時分かった
こと出来たこと
●まだ分からな
いこと
●さらに追究し
たいこと

▲最終自己理解
度評価
＊挙手で確認。感
想記入

修練する
（個人）
●本時覚えなく
てはいけないこ
と
●もっと自分で
調べたいこと

確認問題
プリント
＊疑問、まだ分か
らないことの記入

思考する
（教師・友）
●本時学んだ知識技
能をどう使うと解決で
きるか
●解決の手がかりと
なる情報はどこにある
か

深め合う
（個人→班→学級）

●仲間の考えに質問や意見するこ
とで自分の考えを深化する
●仲間と知恵を出し合うことで、新
しい方法や追究課題を発見する
●改善し繰り返し練習する

練り深め合う
（個人→班→学級）

●仲間の考えに質問や意見するこ
とで自分の考えを深化する
●仲間と知恵を出し合うことで、新
しい方法や追究課題を発見する
●改善し繰り返し練習する

●本時学習する知識技術
を教わる
●本時の課題追究に必要
となる既習の知識技術を確
認する

▲事前理解度の挙手確認
▲二次自己理解度評価
＊挙手による理解度変化評価

家庭学習 家庭学習本時の授業

活
用
・
探
究
系

　導
入

継
続
追
究

評

　価

準備する
（個人）

課題をつかむ
（教師から）

考える
（個人）

●教科書を読み
疑問や概要をつ
かむ
●新出の語句の
意味を調べる

●解決の手がか
りとなる情報はど
こにあるか
●自分の疑問や
考えをまとめる

計画する
（班）

●仲間に自分の
考えや方法を説
明する
●仲間の考えや
方法を教え学ぶ

▲二次自己理解
度評価
＊挙手による理解
度変化評価

確認する
（個・班・教師）
●本時分かった
こと出来たこと
●まだ分からな
いこと
●さらに追究し
たいこと

▲最終自己理解
度評価
＊挙手で確認。感
想記入

修練する
（個人）
●本時覚えなく
てはいけないこ
と
●もっと自分で
調べたいこと

深め合う
（個人→班→学級）

●仲間の考えに質問や意見することで自分の考えを深化
する
●予測と結果を確認し改善し再度挑戦する
●仲間と知恵を出し合うことで、新しい方法や追究課題
を発見する

●事象と対面し、追究課
題をつかむ
●本時の課題追究に必要
となる既習の知識・技術を
確認する

準備する
（個人）

教わる・学ぶ
（教師から）

試す
（個人）

●教科書を読み
疑問や概要をつ
かむ
●資料や材料を
集める
●新出の語句
の意味を調べる

●練習問題を解
いて理解を確か
める
●自分の疑問や
考えをまとめる

確かめる
（班）

●仲間に自分の
考えや方法を説
明する
●仲間の考えや
方法を教え学ぶ

確認する
（個・班・教師）
●本時分かった
こと出来たこと
●まだ分からな
いこと
●さらに追究し
たいこと

修練する
（個人）
●本時覚えなく
てはいけないこ
と
●もっと自分で
調べたいこと

思考・工夫する
（教師から）
●本時学んだ知識
技能をどう使うと解決
できるか
●解決の手がかりと
なる情報はどこにある
か

●本時学習する知識技術
を教わる
●本時の課題追究に必要
となる既習の知識技術を確
認する

▲一次自己理解度評価
＊４回分ほどの自己評価欄の評
価表…挙手確認

＊同校の資料を基に編集部で作成

図２ 「バズ学習」取り入れた授業モデル
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10
年
度
、約
25
年
ぶ
り
に
着
任
し
た
桐
井
校
長
は
、

「
バ
ズ
学
習
」
の
良
さ
を
生
か
し
切
れ
て
い
な
い
状

況
に
対
峙
し
、
そ
の
見
直
し
を
打
ち
出
し
た
。

　「『
バ
ズ
学
習
』
の
根
幹
と
な
る
人
間
関
係
づ
く
り

が
苦
手
な
生
徒
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
課
題
を
感
じ

ま
し
た
。
活
動
内
容
を
見
直
し
、
早
々
に
対
応
し
な

け
れ
ば
と
感
じ
た
の
で
す
」（
桐
井
校
長
）

　
先
に
紹
介
し
た
授
業
モ
デ
ル
（
Ｐ
．14
図
１
、
Ｐ
．

15
図
２
）
は
着
任
早
々
の
５
月
に
示
し
た
も
の
だ
。

同
年
に
は
、
こ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
英
語
と
音
楽
で

研
究
授
業
を
実
施
。
更
に
、
11
年
度
の
研
究
テ
ー
マ

を
ず
ば
り
「
バ
ズ
学
習
」
と
し
た
。

　「
本
校
が
目
指
す
の
は
、
一
つ
め
に
生
活
の
土
台

と
な
る
『
学
級
集
団
づ
く
り
』、
二
つ
め
に
す
べ
て

の
学
力
層
の
生
徒
が
個
々
の
能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
『
授
業
づ
く
り
』、
そ
し
て
、
三
つ
め
は
生
徒

が
考
え
た
い
、深
め
た
い
と
思
う
『
仕
掛
け
づ
く
り
』

で
す
。『
バ
ズ
学
習
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
つ
を
追

究
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
桐
井
校
長
）

　「
バ
ズ
学
習
」
の
前
提
と
し
て
は
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
学
力
把
握
が
重
要
に
な
る
。
参
加
で
き
な
い

生
徒
が
い
る
よ
う
な
課
題
設
定
で
は
、「
バ
ズ
学
習
」

は
成
立
し
な
い
か
ら
だ
。
同
校
で
は
入
学
時
に
小
学

校
段
階
の
学
習
内
容
か
ら
作
問
し
た
小
テ
ス
ト
に
取

り
組
ま
せ
、
生
徒
が
ど
の
段
階
で
つ
ま
ず
い
て
い
る

か
を
把
握
し
て
い
る
。
こ
れ
を
少
人
数
の
指
導
や
習

熟
度
に
応
じ
た
宿
題
に
も
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

　「
よ
く
考
え
て
行
動
す
る
力
を
育
む
た
め
の
土
台

と
な
る
『
読
む
、
書
く
、
話
す
、
計
算
す
る
力
』
を

教
科
学
習
を
通
し
て
保
障
し
、
高
校
へ
、
更
に
は
社

会
に
送
り
出
す
こ
と
が
、
義
務
教
育
の
責
務
だ
と
思

い
ま
す
」（
桐
井
校
長
）

　「
バ
ズ
学
習
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
に
当
た
り
、

桐
井
校
長
は
「
学
力
と
は
何
か
？
」
と
い
う
学
力
観

を
見
直
す
必
要
性
も
、
教
師
に
投
げ
か
け
た
。

　「
学
力
に
は
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
、
私
は
考
え

て
い
ま
す
。
一
つ
め
は
、
課
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に

逃
げ
出
さ
ず
に
解
決
に
向
か
っ
て
い
く
意
志
。
二
つ

め
は
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
知
識

や
技
能
で
す
。
仮
に
自
分
に
そ
れ
が
な
く
て
も
、
ど

こ
に
求
め
れ
ば
得
ら
れ
る
の
か
を
探
す
力
も
含
ま
れ

ま
す
。
三
つ
め
は
、
チ
ー
ム
を
つ
く
る
力
、
つ
ま
り

社
会
性
で
す
。
自
分
一
人
で
出
来
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
て
、
他
者
の
力
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
よ

う
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
徒
が

『
ど
う
し
て
そ
う
な
る
の
か
』
と
疑
問
を
持
っ
た
り
、

『
や
っ
て
み
た
い
』
と
意
欲
を
か
き
立
て
ら
れ
る
よ

う
な
授
業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
師
は
『
何

か
を
解
決
す
る
こ
と
は
面
白
い
』
と
思
わ
せ
る
だ
け

の
授
業
を
工
夫
す
べ
き
で
し
ょ
う
」（
桐
井
校
長
）

　
現
在
の
同
校
は
、
深
刻
な
生
徒
指
導
上
の
問
題
は

少
な
い
も
の
の
、
全
て
の
生
徒
が
落
ち
着
い
て
授
業

を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
11
年
度

中
に
『
生
徒
指
導
マ
ッ
プ
』
を
作
成
す
る
予
定
だ
。

　「
生
徒
指
導
上
、
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う
な
問
題

が
起
き
や
す
い
か
は
、
大
体
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
月
ご
と
に
ま
と
め
た
一
覧
表
を
つ
く
っ
て
お
け

ば
、
担
任
は
計
画
性
の
あ
る
学
級
づ
く
り
を
し
や
す

写真　３年生の数学の授業での「グループバズ」の様子。4～ 5人の生活班単
位で机を向き合わせ、互いに相談しながら学び合う

生
徒
同
士
が
助
け
合
い

や
り
切
る
体
験
を
さ
せ
た
い

泉
中
学
校
に
見
る

流
行

生
徒
の
変
化
に
応
じ
て
活
動
を
見
直
す

現
状
に
合
わ
せ
て

形
を
変
え
な
が
ら
も
続
け
て
い
く
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」（
桐
井
校
長
）

　
二
つ
め
の
課
題
は
教
師
の
負
担
だ
。
同
校
は
岐
阜

県
東
濃
地
区
の
教
師
を
対
象
に
し
た
研
修
校
の
た

め
、
教
師
は
多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
で
は
教
え
る
内
容
が
増
え
、

力
の
あ
る
先
生
で
も
負
荷
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
『
バ
ズ
学
習
』
の
た
め
の
準
備
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
難
し
い
内
容
で
な
く
て
も
よ
い

の
で
、
生
徒
同
士
が
助
け
合
っ
て
、
自
分
た
ち
で
や

り
切
っ
た
実
感
を
味
わ
わ
せ
る
場
を
設
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」（
桐
井
校
長
）

　
桐
井
校
長
に
は
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
る
。

約
20
年
前
、
あ
る
学
校
で
２
年
生
の
担
任
を
し
て
い

た
時
の
こ
と
。「
俺
は
頭
が
悪
い
か
ら
高
校
に
は
行

け
ん
。
授
業
は
俺
に
は
関
係
な
い
し
、
内
申
書
に
何

を
書
か
れ
よ
う
が
怖
く
な
い
」
と
言
い
、
授
業
を
き

ち
ん
と
受
け
よ
う
と
し
な
い
生
徒
が
い
た
。
桐
井
校

長
は
、「
人
が
お
前
を
馬
鹿
だ
と
言
っ
た
と
し
て
も
、

『
俺
は
や
れ
ば
出
来
る
で
。
今
に
見
て
お
れ
』
と
い

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、い
つ
か
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

高
校
へ
行
こ
う
と
す
る
努
力
も
せ
ず
に
、
行
け
な
い

と
決
め
付
け
る
の
は
最
低
だ
！
」
と
叱
っ
た
。
す
る

と
、
翌
朝
、
そ
の
生
徒
が
職
員
室
を
訪
れ
て
き
た
。

　「
先
生
、
俺
で
も
本
当
に
高
校
に
行
け
る
？
」

　「
行
け
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
決
め
る
の

は
高
校
だ
か
ら
。
で
も
、
行
く
た
め
の
努
力
は
自
分

が
出
来
る
こ
と
だ
」

　「
や
っ
て
み
る
わ
」

　
結
局
、
生
徒
は
高
校
に
進
学
。
成
人
式
の
時
に
そ

の
生
徒
と
再
会
し
た
桐
井
校
長
は
こ
う
言
わ
れ
た
。

　「
そ
れ
ま
で
会
っ
た
先
生
は
、
自
分
が
い
な
け
れ

ば
い
い
の
に
と
思
っ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

で
も
、
桐
井
先
生
は
本
気
で
自
分
の
こ
と
を
心
配
し

て
怒
っ
て
く
れ
た
。
先
生
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
」

　
こ
れ
が
教
師
と
し
て
の
原
点
と
桐
井
校
長
は
話
す
。

　「
生
徒
に
は
『
今
は
出
来
な
く
て
も
、
い
つ
か
出

来
る
よ
う
に
な
る
』と
折
に
触
れ
て
伝
え
て
い
ま
す
。

教
師
の
真
価
は
、
教
え
る
知
識
や
技
術
が
長
け
て
い

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
だ
け
本
気
で
生
徒

に
期
待
を
か
け
て
い
る
か
。
心
か
ら
そ
の
教
科
が
好

き
で
、
生
き
生
き
と
教
え
ら
れ
て
い
る
か
。
人
が
人

を
変
え
る
の
は
、
そ
う
し
た
姿
を
見
せ
ら
れ
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
」

　
桐
井
校
長
は
、
目
の
前
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
先
生

方
の
教
育
へ
の
情
熱
が
低
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
す
る
。

　「
優
れ
た
教
師
を
育
て
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
上

に
立
つ
人
間
が
熱
く
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
私
自
身
が
教
育
へ
の
情
熱
を
見
せ
、
そ
れ
が
他

の
先
生
方
に
じ
わ
り
と
伝
わ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
気

に
な
る
生
徒
が
い
た
ら
、
そ
の
生
徒
を
授
業
に
振
り

向
か
せ
る
た
め
に
挑
戦
す
る
。
そ
の
こ
と
で
教
師
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
今
年
度
か
ら
「
バ
ズ
学
習
」
の
再
構
築
に
向
け
て

泉
中
学
校
で
は
新
た
な
挑
戦
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

桐
井
校
長
は
、
生
徒
も
教
師
も
常
に
考
え
る
集
団
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
と
語
る
。

　「『
向
こ
う
10
年
間
通
用
す
る
教
育
方
式
を
つ
く
ろ

う
』
と
呼
び
か
け
、
私
な
り
の
案
を
出
し
ま
し
た
。

私
は
そ
れ
を
否
定
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
最
も
怖

い
の
は
受
け
流
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。『
自
分

は
こ
う
考
え
る
』
と
意
見
を
出
す
こ
と
が
議
論
を
進

め
る
の
で
す
。
私
た
ち
教
師
も
『
バ
ズ
学
習
』
の
よ

う
な
話
し
合
い
を
重
ね
、
新
た
な
教
育
活
動
を
生
み

出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
桐
井
校
長
）

　私が生徒や先生方に常々話しているのは「たとえ今は能力差
があっても、未来もずっとそのままの状態ではない」というこ
とです。今は出来なくても、「これで終わってしまう自分では
ない」という意識があれば、どん底に落ちても次のステップに
進もうとする意欲が湧きます。
　社会の変化に応じて打つ手は変えていかなければなりませ
ん。しかし、子どもたちが大人になった時、より幸せな生活を
送り、より良い日本をつくるための力を育てるという私たちの
役目は変わりません。次世代を育てることは、教育者という前
に人間としてしなければならないことだと考えています。

桐井校長が考える教育の不易

生
徒
に
本
気
で
期
待
を
か
け
る

教
師
の
真
価
は
そ
こ
に
あ
る
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阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
は
、
２
０
１
０
年
度
、
同

村
立
清せ

い

内な
い

路じ

中
学
校
と
統
合
し
た
。
清
内
路
中
学
校

の
学
区
か
ら
１
年
生
５
人
、
２
年
生
３
人
、
３
年
生

７
人
が
同
校
に
通
っ
て
い
る
。
教
師
３
人
も
同
校
か

ら
異
動
し
て
き
た
。

　
11
年
度
に
は
、
同
村
立
浪な

み

合あ
い

中
学
校
、
隣
村
の
平ひ

ら

谷や

村
立
平
谷
中
学
校
と
も
統
合
し
、
２
校
の
学
区
か

ら
計
34
人
の
生
徒
と
、両
校
の
教
師
２
人
を
迎
え
る
。

統
合
に
向
け
て
建
設
し
て
い
た
新
校
舎
も
完
成
す

る
。

　
阿
智
中
学
校
と
３
校
の
所
在
地
は
離
れ
て
お
り
、

車
で
最
大
30
〜
40
分
も
の
距
離
が
あ
る
（
図
１
）。

周
辺
に
鉄
道
は
走
っ
て
お
ら
ず
、
路
線
バ
ス
も
日
に

数
本
し
か
運
行
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の

生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る
。
定
期
考
査
期

間
中
に
生
徒
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
時
に

は
、
教
師
が
車
で
迎
え
に
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
佐
川
浩
一
校
長
が
い
ず
れ
の
統
合
で
も
強
く
心
が

け
て
い
る
の
は
、
生
徒
同
士
が
対
等
な
関
係
を
築
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。

　「
生
徒
数
は
少
な
く
て
も
、
各
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
校
風
や
文
化
が
あ
り
ま
す
。
阿
智
中
学
校
が
３
校

を
統
合
す
る
の
で
は
な
く
、
４
校
が
一
緒
に
な
っ
て

新
た
な
学
校
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
互
い
の
良
さ
を
認
め
、
学
び
合
っ
て
こ
そ
、
よ

り
良
い
学
習
集
団
に
な
れ
る
と
、
職
員
会
議
や
全
校

集
会
で
繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
」

統
合
４
校
が
互
い
に
学
び
合
い

新
た
な
学
校
文
化
を
創
造
す
る

長
野
県

阿あ

智ち

村
立
阿
智
中
学
校

全
国
的
に
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
が
、人
も
校
舎
も
変
わ
る
中
で「
学
校
ブ
ラ
ン
ド
」を
つ
く
る
こ
と
は
難
し
い
。

２
０
１
０
年
度
か
ら
の
２
年
間
で
３
校
と
統
合
す
る
阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
は
、
統
合
前
に
授
業
や
学
校
行
事
を

合
同
で
行
い
、
交
流
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
統
合
と
生
徒
中
心
の
新
た
な
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「
各
校
は
対
等
、
生
徒
も
対
等
」
を

会
議
や
集
会
で
強
調

〈
学
校
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
〉〈
校
長
の
率
先
垂
範
〉

事
例
に
見
る
不
易
と
流
行

2

＊プロフィール、及び本文中の内容は取材時（2011年３月）のものです。＊上の校舎の写真は２０１１年３月撮影の旧校舎です。

阿
智
中
学
校
に
見
る

不
易

互
い
を
尊
重
し
学
び
合
う
生
徒
・
教
師

阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
校
長

佐
川
浩
一S

agaw
a K

oichi 

「
何
か
一
つ
の
こ
と
に
対
し
て
、
全
力
で
打
ち

込
も
う
と
す
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

http://www.valley.ne.jp/~achi1go/
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
統
合
後
、
そ
れ
ま

で
の
数
倍
の
生
徒
の
中
で
授
業
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
、
学
習
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
30
人
の
生

徒
と
一
緒
に
受
け
る
授
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

◎
宿
泊
体
験
学
習
（
６
月
）

　
両
校
の
１
年
生
が
、
県
立
施
設
で
飯
ご
う
炊
さ
ん

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
１
泊
２
日
で
行
っ

た
。
阿
智
中
学
校
の
生
徒
73
人
を
12
グ
ル
ー
プ
に
分

け
、
そ
こ
に
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
３
人
が
１
人
ず

つ
加
わ
っ
た
。
役
割
分
担
を
決
め
る
集
会
や
結
団
式

な
ど
の
事
前
準
備
段
階
か
ら
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ

で
行
っ
た
こ
と
で
、
当
日
は
両
校
の
生
徒
が
打
ち
解

け
て
話
す
様
子
が
見

ら
れ
た
。

◎
合
同
登
山（
８
月
）

　
両
校
の
２
年
生
が

一
緒
に
１
泊
２
日

で
、
南
ア
ル
プ
ス
・

仙
丈
ヶ
岳
に
登
っ
た

（
写
真
１
）。
こ
こ
で

も
事
前
準
備
段
階
か

ら
両
校
混
合
で
６
人

１
組
に
分
か
れ
た
。

別
々
の
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
た
清
内
路
中
学

校
の
生
徒
は
、
最
初

は
緊
張
し
た
様
子
を

見
せ
て
い
た
が
、
阿

　
清
内
路
中
学
校
と
の
統
合
に
当
た
り
、
09
年
度
は

４
月
に
両
校
で
計
画
を
立
て
、
次
の
よ
う
な
事
前
交

流
を
行
っ
た
。

◎
合
同
授
業
（
５
月
）

　
清
内
路
中
学
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智
中
学
校
を

訪
れ
、
同
じ
授
業
を
１
時
間
一
緒
に
受
け
た
。
１
年

生
は
体
育
で
、
両
校
の
生
徒
が
混
合
チ
ー
ム
を
組
ん

で
リ
レ
ー
を
行
い
、
２
年
生
は
２
組
に
分
か
れ
、
国

語
と
社
会
の
授
業
に
出
席
し
た
。
生
徒
と
共
に
来
校

し
た
学
級
担
任
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
を
参
観
し
た
。

智
中
学
校
の
生
徒
か
ら
積
極
的
に
声
を
掛
け
ら
れ
、

次
第
に
な
じ
ん
で
い
っ
た
と
い
う
。
当
日
は
互
い
に

助
け
合
っ
て
登
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

◎
文
化
祭
（
10
月
）

　
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
全
員
が
、
阿
智
中
学
校
が

文
化
祭
で
行
う
音
楽
会
に
参
加
。
清
内
路
中
学
校
の

伝
統
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
合
唱
を
披
露
し
た
。

　「
本
校
の
生
徒
は
、
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
が
県

内
外
の
合
唱
大
会
で
実
績
を
残
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
聴
い
て
、
そ
の
歌

声
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
し
た
よ
う
で
す
。
自
然
と

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

◎
生
徒
会
活
動
（
12
月
）

　
阿
智
中
学
校
生
徒
会
の
会
長
と
副
会
長
２
人
の
計

３
人
が
、
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
集
会
に
出
席
し
、

事
前
交
流
で
互
い
を
知
り

統
合
後
の
人
間
関
係
の
不
安
を
軽
減

恵那山

岐阜県 長野県

阿智村

阿智中学校阿智中学校

清内路小学校

清内路中学校清内路中学校

平谷村

阿智第一小学校

阿智第二小学校

阿智第三小学校

浪合小学校
浪合中学校

平谷小学校
平谷中学校

2010年度統合
2011年度統合

生徒数15人

生徒数18人

生徒数238人

生徒数16人
2km

写真１　６人１組
で、標高３,０３３m
の仙丈ヶ岳を登
る。あえて阿智中
学校と清内路中学
校との混合グルー
プにしたことで、
生徒同士の交流が
盛んになった

図１ 統合４校関係図

＊浪合中学校と浪合小学校、平谷中学校と平谷小学校は、同じ敷地内にある
＊生徒数はそれぞれ統合時の人数
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自
校
の
生
徒
会
の
方
針
や
組
織
、
運
営
な
ど
に
つ
い

て
説
明
。
両
校
の
生
徒
の
質
疑
応
答
も
見
ら
れ
た
。

◎
修
学
旅
行
（
３
月
）

　
２
年
生
の
修
学
旅
行
は
、
見
学
場
所
は
異
な
る
も

の
の
、
両
校
で
日
程
と
宿
舎
を
同
じ
に
し
た
。

　
佐
川
校
長
は
、
こ
う
し
た
事
前
交
流
の
意
義
を
次

の
よ
う
に
話
す
。

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
統
合
後
の
学
校
生

活
や
、
新
し
い
教
師
、
友
だ
ち
と
の
人
間
関
係
に
不

安
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
す
。
事
前
に
十
分
交
流
し

て
お
け
ば
、
阿
智
中
学
校
の
様
子
が
分
か
り
、
安
心

で
き
ま
す
。
特
に
宿
泊
体
験
学
習
や
合
同
登
山
で
寝

食
を
共
に
し
た
こ
と
は
、
互
い
を
知
る
上
で
大
き
な

収
穫
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　
両
校
混
合
の
グ
ル
ー
プ
編
成
に
つ
い
て
は
、「
人

数
の
少
な
い
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
が
孤
立
し
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
理
由
か
ら
反
対
す
る

声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
統
合
後
は
両
校
の
生
徒
が

毎
日
同
じ
教
室
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
少
し
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
増
や
そ
う
と
、
あ
え

て
混
合
グ
ル
ー
プ
に
し
た
と
い
う
。

　
事
前
交
流
の
成
果
は
、
統
合
１
年
目
の
10
年
度
１

学
期
か
ら
、両
校
の
生
徒
同
士
が
仲
良
く
話
し
た
り
、

学
び
合
っ
た
り
す
る
様
子
に
見
ら
れ
た
。
６
月
に
清

内
路
中
学
校
出
身
の
生
徒
全
員
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
学
校
生
活
が
楽
し
い
」
と
い
う
回
答
が

９
割
以
上
を
占
め
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
出
来
た
か
ら
」
と
い
う
声
が
目
立
っ
た
。

　「
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
は
、
教
室
で
ま
ず
事
前

交
流
の
時
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
生
徒
と
話
す
よ

う
に
な
り
、
次
第
に
他
の
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
と
も
仲

良
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
孤
立
し
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」（
佐
川
校
長
）

　
阿
智
中
学
校
の
生
徒
に
も
、
清
内
路
中
学
校
の
生

徒
を
通
し
て
そ
の
校
風
や
伝
統
を
理
解
し
よ
う
と
い

う
積
極
的
な
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
生
徒
会
は
、「
互

い
の
良
さ
に
学
ぼ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
打
ち

出
し
、文
化
祭
で
の
音
楽
会
を
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル（
写

真
２
）
に
し
た
い
と
教
師
に
提
案
し
た
。

　「
事
前
交
流
で
清
内
路
中
学
校
の
合
唱
を
聴
い
た

生
徒
た
ち
は
、
統
合
後
は
ぜ
ひ
自
分
た
ち
の
学
校
の

行
事
に
も
合
唱
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
た
よ
う
で

す
。
年
間
行
事
予
定
は
既
に
決
ま
っ
て
い
た
た
め
、

教
師
の
間
で
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
私

は
、
生
徒
の
気
持
ち
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
り
、
新
し

い
学
校
文
化
を
つ
く
る
機
会
に
も
な
る
と
考
え
、
校

長
と
し
て
開
催
を
決
め
ま
し
た
」（
佐
川
校
長
）

　「
清
内
路
中
学
校
の
良
さ
に
学
ぶ
」
と
い
う
考
え

は
、
ど
の
教
師
も
共
有
し
て
い
る
。
清
内
路
中
学
校

か
ら
異
動
し
て
き
た
教
師
は
、
担
任
す
る
学
級
で
毎

日
、
朝
と
帰
り
の
学
活
に
合
唱
の
時
間
を
設
け
て
い

る
が
、
こ
れ
に
な
ら
う
教
師
が
日
ご
と
に
増
え
、
今

で
は
全
て
の
学
級
に
広
ま
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
反
省
す
べ
き
点
も
あ
っ
た
と
佐
川
校
長
は

振
り
返
る
。

　「
１
学
期
の
始
業
式
・
入
学
式
の
日
、
１
年
生
は

学
級
ご
と
に
生
徒
一
覧
表
を
玄
関
に
貼
り
出
し
た
の

で
す
が
、
２
・
３
年
生
の
分
は
貼
り
出
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
に
は
寂
し
い
思
い
を

さ
せ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
11
年
度
の
浪

合
中
学
校
、
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
で
は
、
全
学
年

で
貼
り
出
す
予
定
で
す
」

　
保
護
者
の
交
流
に
も
課
題
が
あ
る
と
い
う
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
区
内
で
は
、
保
護
者
同
士
は
子

ど
も
が
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
の
知
り
合
い
な
の

で
、
互
い
の
家
庭
の
こ
と
は
何
で
も
知
っ
て
い
ま
す

し
、分
か
り
合
っ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
統
合
に
よ
っ

て
、
全
く
知
ら
な
い
保
護
者
と
の
付
き
合
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
遊
び

に
行
か
せ
る
時
の
注
意
点
や
保
護
者
間
の
連
絡
の
仕

清
内
路
中
学
校
の
良
さ
に
学
ぼ
う
と

生
徒
会
が
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
提
案

写真２　２０１０年度、清内路中学校との統合１年目に行った３年生の合唱コ
ンクールの様子。朝と帰りの学活で毎日合唱の練習を続けている成果もあ
り、生徒の歌声は次第に良くなっている
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特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

方
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い

る
よ
う
で
す
」（
佐
川
校
長
）

　
清
内
路
中
学
校
の
生
徒
の
保
護
者
と
の
懇
談
会
で

は
、「
統
合
後
、
先
生
方
と
の
距
離
が
遠
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　「
同
校
の
保
護
者
に
と
っ
て
、
学
校
は
も
う
一
つ

の
我
が
家
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
教
師
に
対
し
て
も

家
族
の
よ
う
に
接
し
て
き
た
た
め
、
統
合
後
も
学
校

に
我
が
子
の
全
て
を
把
握
し
て
い
て
ほ
し
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
校
で
は
教
師
一
人
が
見

る
生
徒
数
が
多
い
上
、
生
徒
の
自
宅
と
学
校
と
の
物

理
的
な
距
離
も
広
が
り
ま
し
た
。
お
の
ず
と
従
来
の

関
係
は
変
わ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
、

保
護
者
か
ら
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
学
校
か
ら
の
情

報
発
信
が
鍵
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
便
り

や
学
年
便
り
で
統
合
後
の
生
徒
の
様
子
を
細
か
く
伝

え
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
10
年
度
は
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統

合
に
向
け
て
事
前
交
流
を
次
の
よ
う
に
行
っ
た
。

◎
合
同
授
業
（
５
月
、
11
月
）

　
５
月
は
、
平
谷
中
学
校
の
１
・
２
年
生
と
学
級
担

任
、
管
理
職
が
来
校
。
１
年
生
は
理
科
と
音
楽
、
２

年
生
は
国
語
と
家
庭
科
に
分
か
れ
、授
業
を
受
け
た
。

　
11
月
は
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
の
１
・
２

年
生
、
学
級
担
任
が
来
校
。
１
年
生
は
英
語
、
２
年

生
は
国
語
、
数
学
、
理
科
、
家
庭
科
に
分
か
れ
て
授

業
を
受
け
た
。
授
業
後
、
阿
智
中
学
校
の
生
徒
全
員

と
同
校
の
校
歌
を
練
習
し
た
。

　
い
ず
れ
も
授
業
後
に
、
生
徒
と
担
任
に
「
今
日
の

授
業
の
感
想
」（
図
２
）
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。「
音

楽
の
授
業
を
受
け
て
、
は
じ
め
は
緊
張
し
て
怖
か
っ

た
け
れ
ど
、
隣
り
の
人
や
後
ろ
の
人
が
話
し
か
け
て

く
れ
た
の
で
、楽
し
く
出
来
ま
し
た
」（
１
年
生
）、「
行

く
前
は
と
て
も
緊
張
し
て
嫌
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

同
級
生
と
少
し
で
も
話
す
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ
た

よ
う
で
す
」（
２
年
生
担
任
）
と
い
う
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
合
同
授
業
が
少
な
か
っ
た
平
谷
中
学
校
に

は
、
同
校
長
の
依
頼
も
あ
り
、
３
月
に
阿
智
中
学
校

の
教
師
が
訪
れ
、
数
学
と
英

語
の
授
業
を
行
っ
た
。

◎
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
交
流

（
７
月
）

　
２
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智

中
学
校
に
来
校
。
各
学
年
で

３
校
混
合
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

教
室
で
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
ト

ラ
ン
プ
、
体
育
館
で
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
な
ど
を
し
た
。

◎
運
動
会
（
９
月
）

　
２
校
の
１
〜
３
年
生
と
、

阿
智
村
立
浪
合
小
学
校
の
６

年
生
が
阿
智
中
学
校
の
運
動

会
に
参
加
。４
校
混
合
の
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
レ
ー
、
騎
馬
戦

な
ど
を
行
っ
た
。

◎
生
徒
総
会
で
の
交
流
（
12
月
）

　
２
校
の
１
・
２
年
生
が
阿
智
中
学
校
の
生
徒
総
会

に
参
加
し
た
。

　
佐
川
校
長
は
、
阿
智
中
学
校
の
雰
囲
気
は
両
校
の

生
徒
に
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
と
話
す
。

　「
10
年
度
は
、
日
程
調
整
が
難
し
く
、
宿
泊
を
伴

う
行
事
が
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
点
は
残
念

で
す
が
、
授
業
や
運
動
会
で
生
徒
同
士
が
笑
顔
で
会

話
を
す
る
様
子
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。『
あ

い
つ
は
面
白
い
』『
あ
の
子
は
優
し
い
』
と
い
う
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
が
い
る
か
を
互
い
に
知
る

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
」

生
徒
の
交
流
に
加
え
て

保
護
者
の
交
流
を
充
実

図２ 浪合中学校、平谷中学校との合同授業の感想

◎「阿智中学校のみなさんはすごくやさしくて、戸惑っている時に
声を掛けてくれました。うれしかったです。一緒に理科の実験を
した班の人と仲良くなれて良かったです」（１年生）

◎「音楽の授業に出て、みんなとても明るく、社交的だと思いまし
た。どんどん話し掛けてくれて、うれしかったです。最初、玄関
まで私たちを迎えに来てくれましたが、その時は生徒の人数の多
さにびっくりし、うれしさ半分、戸惑い半分でした」（１年生）

◎「阿智中学校は生徒の人数が多くて、最初はすごく緊張しました。
でも、前の席の人が話し掛けてくれたので、良かったです。授業
が終わった後も、何人かの人と話せて良かったです。多人数の授
業の雰囲気もよく分かり、とても勉強になりました」（２年生）

◎「平谷中学校の生徒は、阿智中学校の生徒のエネルギーに圧倒さ
れていました。両校のエネルギーの向く方向が一つになり、大き
な力となる喜びを平谷中学校の生徒たちに味わわせてあげたいと
思います」（平谷中学校教頭）

◎「人数の多さと平谷中学校にはないにぎやかさに少し圧倒され
ている様子が見られましたが、阿智中学校の生徒に話し掛けても
らったりしたことで、授業の後半にはなじんできたようでした。
帰る時は、満面の笑顔、戸惑いの残る顔など、いろいろな表情が
ありました。これからも交流が楽しみです」（平谷中学校１年生担任）
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清
内
路
中
学
校
と
の
統
合
で
課
題
と
な
っ
た
保
護

者
同
士
の
交
流
の
機
会
を
設
け
よ
う
と
、
９
月
の
授

業
参
観
に
は
、
浪
合
小
学
校
と
平
谷
村
立
平
谷
小
学

校
の
６
年
生
の
保
護
者
、
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学

校
の
１
・
２
年
生
の
保
護
者
を
招
き
、
阿
智
中
学
校

の
生
徒
の
保
護
者
と
一
緒
に
参
観
し
て
も
ら
っ
た
。

　
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
、

阿
智
中
学
校
の
学
区
は
六
つ
の
小
学
校
か
ら
生
徒
が

集
ま
る
、
県
内
有
数
の
広
さ
と
な
る
。

　「
学
区
が
広
が
る
分
、
生
徒
の
個
性
も
ま
す
ま
す

多
様
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
生

活
の
基
盤
と
な
る
学
級
づ
く
り
を
し
っ
か
り
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
互
い
の
良
さ
を
認
め

合
う
関
係
を
築
く
た
め
に
、
担
任
に
は
、
今
ま
で
以

上
に
注
意
深
く
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
課
題
や
悩
み
を
担
任
一
人
が
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
、
学
年
団
の
結
び
付
き
を
強
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
そ
こ
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
11
年
度
か
ら
使
用
す

る
新
校
舎
に
教
科
ご
と
の
研
究
室
が
設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
だ
と
い
う
。

　「
職
員
室
よ
り
も
研
究
室
に
い
る
時
間
が
長
く
な

れ
ば
、
他
教
科
の
教
師
と
あ
ま
り
言
葉
を
交
わ
さ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
教
師
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
、
１
日
１
回
、

特
定
の
休
み
時
間
に
全
員
が
職
員
室
に
集
ま
ろ
う
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
今
後
は
、
新
し
い
阿
智
中
学
校
を
築
き
上
げ
て
い

く
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
。

　「
統
合
は
、
阿
智
中
学
校
の
良
さ
と
は
何
か
を
改

め
て
考
え
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
今
、
阿
智

中
学
校
の
良
さ
の
一
つ
は
、
相
手
の
良
さ
を
見
つ
け

よ
う
と
す
る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
清
内
路
中
学
校
と
統
合
後
、
生
徒
た
ち

か
ら
『
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
し
た
い
』
と
い
う
声
が

自
然
に
起
こ
っ
た
時
に
そ
う
強
く
感
じ
た
の
で
す
。

ど
の
学
級
で
も
毎
日
合
唱
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結

果
、
最
近
で
は
阿
智
中
学
校
の
生
徒
に
も
歌
唱
力
が

付
い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
学
校
の
大
き
な
変

化
で
す
。
浪
合
中
学
校
と
平
谷
中
学
校
と
の
統
合
後

も
、
２
校
の
良
さ
を
吸
収
し
て
更
に
変
わ
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
」（
佐
川
校
長
）

　
少
子
化
や
市
町
村
合
併
な
ど
に
よ
り
、
学
校
の
統

合
は
今
後
も
全
国
規
模
で
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
佐
川
校
長
は
、
新
・
阿
智
中
学
校
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
が
一
つ
に
な
っ
て
こ

そ
、
統
合
は
完
成
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
互
い
に
学
び
合
う
姿
勢
が
不
可
欠
で
す
が
、

そ
れ
を
生
徒
に
だ
け
求
め
て
い
て
は
何
も
始
ま
り
ま

せ
ん
。
教
師
が
率
先
し
て
範
を
示
し
て
は
じ
め
て
、

生
徒
を
動
か
せ
る
の
で
す
。
教
師
も
生
徒
も
、
学
び

や
気
付
き
を
得
て
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
の
積
み
重
ね
が
阿
智
中
学
校
の
新
生
に
つ
な

が
り
ま
す
。
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
学
校

を
活
性
化
す
る
契
機
と
捉
え
、
焦
ら
ず
に
、
新
た
な

学
校
文
化
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

特
色
が
一
つ
に
な
っ
た
時
に

「
統
合
」が
完
成
す
る

阿
智
中
学
校
に
見
る

流
行

互
い
の
良
さ
に
学
び
新
た
な
文
化
を
築
く

　中学校３年間は、生徒が心身共に子どもから大人へと成
長する時期であるため、学習・生活両面でこまやかな声掛
けが必要です。感情が大きく揺れ動くこともありますが、
褒めてほしい時、叱ってほしい時は、どの生徒にもあります。
だからこそ、私たち教師はどこまでも生徒の心に寄り添い、
一人ひとりがどのような時に、どのような言葉を求めてい
るかを見極めなくてはなりません。そうしてこそ、教師の
言葉は生徒の心に届くのです。若手の先生方には、いかな
る困難に直面しても諦めずに、生徒の心に寄り添おうとす
る信念を持ち続けてほしいと考えています。

佐川校長が考える教育の不易
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少
し
の
空
き
時
間
に
、
教
師
が
マ
グ
カ
ッ
プ
を
手

に
集
ま
り
、発
問
の
工
夫
に
つ
い
て
議
論
す
る
│
│
。

　
尾
花
沢
市
立
福
原
中
学
校
で
は
、
指
導
の
ア
イ
デ

ア
が
ほ
し
い
時
な
ど
に
、
教
師
同
士
が
呼
び
掛
け
て

「
研
究
カ
フ
ェ
」
を
開
く
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
特
に

決
め
ら
れ
て
い
な
い
。手
の
空
い
た
教
師
が
集
ま
り
、

自
由
に
意
見
交
換
を
す
る
場
だ
。

　
例
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
研
究
す
る
三
十
代
の
教

師
が
、研
究
発
表
の
準
備
を
進
め
て
い
た
時
の
こ
と
。

本
番
前
に
出
来
栄
え
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
校
長
室

を
訪
れ
た
。
池
田
史
明
校
長
は
す
ぐ
に
隣
の
職
員
室

に
い
た
教
師
に
声
を
掛
け
、
校
長
室
で
「
研
究
カ

フ
ェ
」
を
開
い
た
（
Ｐ
．24
写
真
１
）。

　「
必
要
な
時
に
適
宜
開
く
の
が
『
研
究
カ
フ
ェ
』

で
す
。
ア
イ
デ
ア
が
ほ
し
い
そ
の
時
に
、
い
ろ
い
ろ

な
視
点
か
ら
の
意
見
を
聞
け
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
意
見
を
言
う
側
も
他
の
人
の
意
見
が
聞

け
、
授
業
づ
く
り
の
参
考
に
な
り
ま
す
。
私
の
役
割

は
、
必
要
だ
と
思
っ
た
時
に
、
機
を
逃
さ
ず
先
生
方

に
声
を
掛
け
る
こ
と
と
、
時
々
茶
菓
子
を
差
し
入
れ

す
る
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
」（
池
田
校
長
）

　「
研
究
カ
フ
ェ
」
の
内
容
や
形
式
に
も
堅
苦
し
い

ル
ー
ル
は
な
く
、事
前
の
資
料
提
出
な
ど
も
不
要
だ
。

池
田
校
長
は
「
余
計
な
準
備
は
し
な
く
て
よ
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
と
話
す
。

　「
準
備
を
す
る
と
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。
そ
れ
で
は
良
い
ア
イ
デ
ア
が
出
な
い
と

思
う
か
ら
で
す
」

風
通
し
の
良
さ
と
広
域
連
携
で

小
規
模
校
の
校
内
研
修
を
活
性
化

山
形
県

尾
花
沢
市
立
福
原
中
学
校

教
師
が
互
い
に
遠
慮
な
く
意
見
を
言
い
合
え
る
雰
囲
気
│
│
。
こ
れ
が
尾
花
沢
市
立
福
原
中
学
校
の
特
徴
だ
。

学
習
指
導
案
を
練
る
と
な
れ
ば
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
。
教
職
員
17
人
と
い
う
小
規
模
校
の

不
利
な
条
件
を
克
服
す
べ
く
、
学
校
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
授
業
力
向
上
に
取
り
組
む
。

予
告
な
し
、
準
備
な
し

「
研
究
カ
フ
ェ
」で
気
軽
に
意
見
交
換

福
原
中
学
校
に
見
る

不
易

風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
で
授
業
力
向
上

〈
授
業
づ
く
り
〉〈
校
長
の
率
先
垂
範
〉〈
小
中
連
携
〉

事
例
に
見
る
不
易
と
流
行

3

＊プロフィールは取材時（2011年３月）のものです

尾
花
沢
市
立
福
原
中
学
校
校
長

池
田
史
明Ikeda Fum

iaki 

「
自
分
が
好
き
で
、
自
分
に
自
信
が
あ
り
、

何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
育
て
た
い
」
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や
す
く
、
校
長
室
に
出
入
り
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く

り
に
気
を
配
っ
て
き
た
。
こ
の
方
針
は
、
山
形
県
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験
が
土
台
に
あ
る
と
池
田
校
長

は
話
す
。

　「
当
時
、
同
僚
と
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
込
ん
で
は
話
し
合
い
を
重
ね

る
と
い
う
方
法
を
度
々
行
っ
て
い
ま
し
た
。
遠
慮
せ

ず
に
意
見
を
言
い
合
え
る
た
め
か
、
良
い
ア
イ
デ
ア

が
出
て
く
る
の
で
す
。
ま
た
、以
前
の
勤
務
校
で
は
、

『
ほ
っ
と
で
き
る
』『
相
談
し
や
す
い
』
と
い
う
雰
囲

気
が
職
員
室
に
あ
り
、
先
生
方
の
働
く
意
欲
だ
け
で

な
く
、
生
徒
に
も
良
い
影
響
が
あ
る
と
い
う
体
験
を

し
ま
し
た
。
本
校
で
も
、そ
う
し
た
人
間
関
係
や『
や

れ
る
こ
と
を
皆
で
協
力
し
て
取
り
組
も
う
』
と
い
う

雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
池
田
校

長
）

　
校
内
に
自
由
に
発
言
で
き
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
な

が
ら
、
同
時
に
進
め
て
き
た
の
は
年
４
回
の
校
内
授

業
研
究
会
だ
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
先
生
方
を
見
て
き
て
思
う
こ
と
は
、

初
任
校
で
教
わ
っ
た
方
法
を
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
続
け

て
い
る
先
生
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
最
初
に
き

ち
ん
と
教
え
て
も
ら
っ
た
場
合
は
そ
の
後
の
指
導
も

う
ま
く
い
き
ま
す
が
、
そ
う
で
な
い
ケ
ー
ス
も
見
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
習
指
導
案
の
書
き
方
も
授
業

　
同
校
は
生
徒
１
１
５
人
、
教
職
員
17
人
の
小
規
模

校
だ
。
校
区
は
広
く
、
学
校
か
ら
約
８
㎞
離
れ
た
と

こ
ろ
に
住
む
生
徒
も
い
る
。
多
く
の
生
徒
は
夏
は
自

転
車
で
通
学
し
、
積
雪
の
あ
る
冬
は
保
護
者
が
車
で

送
り
迎
え
を
し
て
い
る
。
三
世
代
同
居
の
家
庭
が
多

い
た
め
か
、
半
数
以
上
が
祖
父
母
に
よ
る
送
迎
だ
と

い
う
。
校
区
に
は
小
学
校
が
４
校
あ
り
、
い
ず
れ
も

小
規
模
校
だ
。
学
校
が
荒
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
こ
こ
10
年
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
環
境
の
同
校
に
池
田
校
長
が
赴
任
し
た

の
は
２
０
０
９
年
の
こ
と
。
以
来
、
教
師
が
発
言
し

の
進
め
方
も
、
内
容
の
良
し
悪
し
や
先
生
方
の
キ
ャ

リ
ア
を
問
わ
ず
、
全
員
で
見
直
せ
る
よ
う
な
研
究
会

に
し
て
い
ま
す
」（
池
田
校
長
）

　
10
年
度
は
、
山
形
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
協
力

校
に
指
定
さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
が
開
発
・
作
成
し
た

「
授
業
研
究
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
活
用
し
た
研
究
を

進
め
て
き
た
。

　「
指
導
案
の
素
案
づ
く
り
か
ら
成
果
・
反
省
ま
で
、

教
師
全
員
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
力
を
入
れ
た

の
は
、
授
業
の
事
前
研
究
で
す
。
素
案
づ
く
り
の
段

階
か
ら
、
授
業
者
本
人
と
指
導
主
事
、
周
り
の
教
師

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
進
め
ま
し
た
」（
池
田
校
長
）

　
同
校
に
は
、
数
学
科
担
当
は
３
人
、
英
語
科
担
当

は
２
人
い
る
。
そ
れ
以
外
の
教
科
担
当
は
１
人
ず
つ

し
か
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
教
科
で
個
別
に
研
修

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　「
教
科
の
間
に
垣
根
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、『
専

門
以
外
の
教
科
は
分
か
ら
な
い
』
と
い
う
先
生
も
い

ま
す
。
し
か
し
、
１
コ
マ
の
授
業
ご
と
に
目
標
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
教
材
を
準
備
し
、
ど
の
よ
う
に
生

徒
に
伝
え
る
か
を
工
夫
す
る
こ
と
の
大
切
さ
は
、
す

べ
て
の
教
科
に
共
通
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
師
全

員
で
課
題
を
共
有
し
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を
す
る

こ
と
で
、
生
徒
が
分
か
る
授
業
づ
く
り
を
出
来
る
よ

う
、
極
力
、
教
科
特
有
の
専
門
用
語
を
使
わ
ず
に
、

誰
で
も
理
解
で
き
る
言
葉
で
書
か
れ
た
指
導
案
を
目

標
と
し
ま
し
た
」（
池
田
校
長
）

　
指
導
案
の
素
案
づ
く
り
の
段
階
で
は
「
研
究
カ

フ
ェ
」
も
開
き
、
ど
の
よ
う
な
発
問
が
良
い
の
か
、

他
教
科
の
教
師
で
も
理
解
で
き
る

学
習
指
導
案
を
目
指
す

子
ど
も
に
良
い
影
響
を
及
ぼ
す

協
力
し
合
え
る
教
師
関
係
を
目
指
す

写真１　研究発表の準備を進めている体育科の教師が「見てください」と校長室に来
た。池田校長が教頭や他教科の教師にも声を掛けて「研究カフェ」が始まった。モニター
を使ったプレゼンテーションに対して、教師はざっくばらんにアイデアを出し合った
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

ど
の
よ
う
な
構
成
に
す
れ
ば
良
い
か
、
教
師
は
教
科

の
枠
を
超
え
て
話
し
合
う
。

　「
先
生
方
は
、直
接
顔
を
つ
き
合
わ
せ
て
話
し
合
っ

た
方
が
楽
し
く
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が
出
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
授
業
者
は
、
出
て
き
た
案
か
ら
自
分
に
合

う
も
の
を
取
り
入
れ
て
ま
と
め
上
げ
る
の
は
大
変
で

す
が
、
そ
れ
も
勉
強
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で

す
」（
池
田
校
長
）

　
こ
の
よ
う
に
し
て
指
導
案
作
成
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
だ
結
果
、
ど
の
教
科
の
教
師
に
も
分
か
り
や
す

い
指
導
案
を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
あ
る

教
師
は
、
生
徒
の
実
態
を
分
析
し
た
結
果
な
ど
、
指

導
案
を
作
る
際
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
個
所
に
吹
き
出

し
を
付
け
た
。
こ
れ
は
、
同
校
で
は
そ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
ス
タ
イ
ル
だ
。
す
る
と
、
こ
れ
が
分
か
り
や

す
い
と
好
評
で
、
他
の
教
師
も
こ
の
方
法
を
取
り
入

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
前
例
が
な
く
て
も
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
に
挑
戦
す
る
、
冒
険
で
き
る
、
良
い
も
の

は
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
い
く
。
そ
う
し
た
雰
囲
気

が
校
内
に
根
付
い
て
き
て
い
る
。

　
同
校
で
は
、
教
師
が
夜
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
遅
く
と
も
夜
７
時
半
ご
ろ
に

は
帰
る
と
い
う
。
職
員
室
で
声
を
掛
け
れ
ば
す
ぐ
に

始
め
ら
れ
る
「
研
究
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
な
柔
軟
な
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
準
備
段
階
で
の
心
理

的
な
負
担
が
減
っ
た
だ
け
で
な
く
、
検
討
会
の
開
催

そ
の
も
の
に
必
要
な
準
備
が
省
け
、
形
ば
か
り
の
準

備
も
い
ら
な
く
な
っ
た
。
同
校
の
場
合
、
形
に
と
ら

わ
れ
な
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
が
、
全
体
的
な
業

務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
同
校
は
、
山
形
県
内
陸
北
部
の
４
市
町
か
ら
成
る

北
村
山
地
区
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
地
区
の
校
長
会

が
中
心
と
な
り
、
地
区
内
の
中
学
校
13
校
が
連
携
し

て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
07
年
度
か
ら
は
、「
創
意

工
夫
に
満
ち
た
教
育
課
程
の
編
成
・
実
施
」
を
学
校

経
営
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
共
同
研
究
を
進
め
て
き

た
（
Ｐ
．26
図
１
）。

　
連
携
校
に
は
同
校
と
同
じ
よ
う
な
小
規
模
校
が
多

く
、
教
科
担
当
が
１
人
し
か
い
な
い
た
め
に
校
内
研

究
が
成
立
し
に
く
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

そ
こ
で
、
各
校
の
授
業
研
究
会
の
日
程
と
内
容
を
記

し
た
「
地
区
内
授
業
研
究
会
一
覧
」
を
作
成
し
、
他

校
の
授
業
研
究
会
へ
の
参
加
を
奨
励
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
教
務
主
任
や
研
究
主
任
の

た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
地
区
内
の
全
小
・
中
学
校
の
校

内
研
究
を
ま
と
め
た
『
北
村
山
の
学
校
』
の
発
行
だ
。

各
校
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
実
践
に
役
立

つ
指
導
や
調
査
研
究
の
結
果
な
ど
を
ま
と
め
て
掲

載
。
09
年
度
ま
で
に
57
集
を
発
行
し
て
い
る
、
半
世

紀
以
上
、
毎
年
続
い
て
い
る
取
り
組
み
だ
。

　「
多
く
の
研
究
成
果
に
触
れ
る
こ
と
で
、
校
内
研

究
の
機
会
の
少
な
さ
を
補
え
ま
す
。
ま
た
、
小
・
中

学
校
の
実
践
を
別
々
に
ま
と
め
ず
、
一
冊
に
統
合
す

る
こ
と
で
、
小
学
校
の
取
り
組
み
か
ら
も
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
」（
池
田
校
長
）

　
こ
の
よ
う
に
、
昔
か
ら
学
校
が
地
域
ぐ
る
み
で
力

を
合
わ
せ
て
学
力
向
上
に
取
り
組
む
同
地
区
の
気
風

も
、
福
原
中
学
校
の
研
究
を
後
押
し
し
て
い
る
。

地
区
内
の
13
中
学
校
が
連
携
し

互
い
に
授
業
力
を
高
め
る

福
原
中
学
校
に
見
る

不
易

地
区
内
の
小
・
中
学
校
挙
げ
て
の
学
力
向
上

写真２　どの教室にも、後ろに「校長の椅子」が置かれている。池田校長は、時間を
見つけては生徒と一緒に授業を受ける。「指導の内容を指摘するのではなく、生徒の
態度の良さなどを話題にするように配慮しています」（池田校長）



26［中学版］2011 Vol .1

　
地
区
全
体
だ
け
で
な
く
、
尾
花
沢
市
内
の
中
学
校

全
５
校
に
よ
る
授
業
力
向
上
の
取
り
組
み
も
あ
る
。

　
一
つ
は
、
年
１
回
の
同
一
日
程
に
よ
る
授
業
研
究

会
だ
。
Ａ
中
学
校
は
数
学
、
Ｂ
中
学
校
は
英
語
と
い

う
よ
う
に
、
学
校
ご
と
に
教
科
を
分
担
し
、
同
じ
日

に
授
業
研
究
会
を
開
催
す
る
も
の
。
市
内
の
同
じ
教

科
の
教
師
が
顔
を
合
わ
せ
て
話
し
た
り
、
課
題
を
共

有
し
た
り
す
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
市
の
中
学
校
長
会
の
主
導
に
よ
り

10
年
度
に
始
め
た
「
教
員
個
人
研
修
」
だ
。
こ
れ
は
、

「
校
内
授
業
研
究
会
」
や
「
市
中
学
公
開
研
究
発
表

会
」
と
い
っ
た
必
須
の
研
修
に
加
え
て
、
教
師
個
人

が
自
己
選
択
で
研
修
を
受
け
る
と
い
う
も
の
（
図

２
）。
年
度
初
め
に
自
分
で
目
標
と
研
修
計
画
を
立

て
、
そ
れ
に
沿
っ
て
実
践
し
て
い
く
。
研
修
の
資
料

や
レ
ポ
ー
ト
は
「
個
人
研
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
フ
ァ

イ
ル
」
に
綴
じ
る
（
写
真
３
）。
こ
の
フ
ァ
イ
ル
は

校
長
室
の
棚
に
置
い
て
あ
り
、
他
の
教
師
も
閲
覧
し

て
気
付
い
た
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
自
由
に
記
入
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

　「
ど
の
先
生
の
フ
ァ
イ
ル
も
分
厚
く
、
自
分
の
た

め
に
取
り
組
ん
だ
研
修
の
履
歴
を
実
感
で
き
る
フ
ァ

イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
自
分
は
こ
れ
だ
け
の
こ

と
を
し
た
』
と
い
う
自
信
を
持
て
、
周
囲
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
材
料
に
も
な
る
は
ず
で
す
」（
池
田
校
長
）

　
09
年
度
ま
で
、
市
の
中
学
校
長
会
の
取
り
組
み
と

し
て
教
員
個
々
が
研
究
成
果
を
発
表
す
る
個
人
研
究

発
表
会
を
年
１
回
行
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま

「まなび」を通した生徒の自立

北村山地区中学校長会

校長のかかわり

学校経営・特別活動
研究委員会

学習指導
研究委員会

生徒指導
研究委員会

取り組み

資料冊子「楽しく力のつく授業の創造」作成と活用

標準学力検査の分析と対応 地区内授業研究会一覧作成と授業参観

研究主任研修会の実施 研究収録「北村山の学校」作成

授業力の育成
魅力的な授業の提供

教師へのアプローチ

学習力の育成
学びの意欲化・習慣化

生徒へのアプローチ

基本方針の設定と共通理解の促進

組織体制の強化と充実（教職員指導）

教育資源の充実と有効活用

教育課程編成の工夫・充実

教員指導 システム
づくり

高め合う
集団づくり

特色ある
教育課程編成

学びの
習慣形成

校内研究の
工夫・改善

事前研・
事後研の工夫

授業研究・研修

研
修
に
か
か
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
革

研
修
フ
ァ
イ
ル
作
成
・
公
開
、相
互
閲
覧
、コ
メ
ン
ト
提
供

＊同校の資料を基に編集部で作成

教職員評価の実践資料
校長にレポート提出

研修履歴と成果・課題
研修内容の整理　　成果・課題の明確化

必須
市中学学対授業研究会　　　校内授業研究会
市中学公開研究発表会
地区教育研究会・A部会研修

自己選択 ＊最低１つ選択
地区他校の授業研究会・事後研参加
自校・他校教諭等の指導を受ける
県教委等の研修等に参加する
県内県外の公開研・講習等への参加

校内研修等の機会に

研究発表等の機会に

ゴ
ー
ル

研
修
実
施

発 

表

ス
タ
ー
ト

研修目標の設定

研修計画の立案

＊同校の資料を基に編集部で作成

「
個
人
研
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
で

研
修
の
積
み
重
ね
を
実
感

福
原
中
学
校
に
見
る

流
行

研
修
体
制
を
改
善
し
、や
り
が
い
を
高
め
る

図１ 山形県北村山地区の研究の全体構想

図２ 尾花沢市の「教員個人研修」の考え方
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「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

え
、
更
に
教
科
に
限
ら
ず
視
野
を
広
げ
る
方
向
の
教

員
個
人
研
修
に
切
り
替
え
た
と
、池
田
校
長
は
話
す
。

　「
本
来
、
大
切
な
の
は
、『
発
表
の
た
め
の
研
究
』

で
は
な
く
、『
自
分
の
た
め
の
研
修
』で
す
。
そ
こ
で
、

教
科
単
位
で
は
な
く
、
個
人
単
位
で
の
研
修
を
始
め

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
」

　
小
規
模
校
で
１
教
科
に
担
当
者
が
１
人
し
か
い
な

け
れ
ば
、
個
人
的
な
研
修
の
た
め
に
出
張
す
る
の
は

難
し
い
。
し
か
し
、
個
人
研
修
の
計
画
に
あ
る
も
の

は
、
基
本
的
に
許
可
す
る
よ
う
に
各
校
の
校
長
と
で

申
し
合
わ
せ
た
。

　「『
教
員
個
人
研
修
』
は
ま
だ
１
年
目
で
、
先
生
方

に
浸
透
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。た
だ
、

自
ら
外
部
の
研
修
に
出
向
く
先
生
が
増
え
て
き
て
い

る
の
で
、
そ
う
し
た
姿
を
伝
え
て
、
広
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」（
池
田
校
長
）

　「
俺
、
生
き
が
い
が
な
い
ん
だ
よ
」

　
約
二
十
数
年
前
、
受
け
持
っ
て
い
た
生
徒
が
ポ
ツ

リ
と
漏
ら
し
た
こ
の
言
葉
が
、
池
田
校
長
の
教
育
の

原
点
だ
い
う
。
校
内
暴
力
が
社
会
問
題
化
し
て
い
た

時
代
、
荒
れ
て
い
た
学
校
で
生
徒
指
導
主
事
を
務
め

て
い
た
池
田
校
長
は
、
関
係
各
所
に
謝
罪
に
回
る

日
々
を
送
っ
て
い
た
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
も
、

謝
罪
の
帰
り
道
だ
っ
た
。

　「
と
に
か
く
驚
き
ま
し
た
。
十
代
そ
こ
そ
こ
の
子

ど
も
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
で
す
か
ら
。
真
っ
先

に
考
え
た
の
は
、『
夢
を
持
て
る
生
徒
を
育
て
よ
う
』

と
い
う
こ
と
で
す
。学
力
を
伸
ば
す
こ
と
に
加
え
て
、

自
己
有
用
感
を
与
え
る
場
と
し
て
の
授
業
づ
く
り
の

大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」（
池
田
校
長
）

　
同
僚
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
上
手
な
教
師
が
い
た
。
補

習
の
時
間
を
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
と
名

付
け
る
と
、
そ
れ
ま
で
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
生
徒

が
次
々
と
参
加
し
た
。
池
田
校
長
は
、
生
徒
を
学
習

に
向
か
わ
せ
る
た
め
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
重
要

性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。
教
師
同
士
が
自
由
に
話
し

合
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
に
腐
心
し
て
い
る
の
も
、
そ

れ
が
夢
を
持
て
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
か
ら
だ
。

　「
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
り
、
意
見
を
交
わ
す
に
し

て
も
、
た
た
き
台
が
必
要
で
す
。
議
論
の
も
と
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
磨
か
れ
て
い
く
か
ら
こ
そ
、
良
い
取

り
組
み
と
な
る
の
で
す
。私
は
理
科
が
専
門
で
す
が
、

以
前
３
年
間
か
け
て
作
っ
た
問
題
集
を
、
先
日
、
先

生
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
ね
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
問
題
集
か
ら
何

か
別
の
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
と
思
っ
た

の
で
す
。
ア
イ
デ
ア
は
自
分
の
経
験
か
ら
し
か
生
ま

れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
良
い
と
思
う
も
の
を
先
生
方
と

共
有
し
、
波
及
さ
せ
、
更
に
良
い
も
の
と
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
池
田
校
長
）

生
徒
に
夢
を
持
た
せ
る
た
め
に

教
師
の
ア
イ
デ
ア
が
問
わ
れ
る

写真３　「個人研修ポートフォリオ」のファイル。外部研修などの資料１年分を１
冊のファイルに綴じる。これは、１カ所にまとめて置かれ、どの教師も自由に見
て、気付いた点やアドバイスを書き込んでいる

　ＰＤＣＡとよくいわれますが、私はPlanとDoの間に「Set（準
備・段取り）」が必要だと考えています。これは、生徒が主体
的に活動できるための仕組みですが、案外おろそかにされがち
です。生徒の活動計画があっても、実際には教師が一方的に指
示をしている場面がよく見受けられます。
　何をどのようにするかを理解し、生徒が自ら行動するならば、
意欲と自信が得られます。結果としてうまく出来たとしても、
それが教師の指示によるものならば「やらされ感」が残り、指
示待ち人間になってしまうでしょう。生徒をその気にさせて動
かす「Set」が出来る教師でありたいと思います。

池田校長が考える教育の不易
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＊文部科学省の資料（２０１１.3.31）を基に編集部で作成

今後１０年の児童・生徒数の予測

公立中学校の年齢別教員数

今後１０年で子どもは約１割減少1

出典／国立社会保障・人口問題研究所ウェブサイト　　http://www.ipss.go.jp/

注）出生高位（死亡中位）推計より算出

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000
（千人）

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

小学生 中学生

6,822

6,718

6,637

6,580

6,529

6,497

6,429

6,361

6,253

6,130

6,004

3,537 10,359千人

3,532 10,250千人

3,525 10,162千人

3,496 10,076千人

3,466

3,399

3,326

3,252

3,239

3,254

3,277

9,985千人

9,886千人

9,755千人

9,613千人

9,492千人

9,384千人

9,281千人

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000

注）（　）内は該当年齢の教師が定年退職する年度
（人）

24,828

39,196

40,79240,792

28,302

25,374

20,294

17,219

5,726

56～60歳（2010～2014）

51～55歳（2015～2019）

46～50歳（2020～2024）

41～45歳（2025～2029）

36～40歳（2030～2034）

31～35歳（2035～2039）

26～30歳（2040～2044）

21～25歳（2045～2049）

大量退職のピークは２０１５～２４年

39,196

資
料デ

ー
タ
で
見
る
中
学
校
教
育
の
課
題

中
・
長
期
的
な
視
点
か
ら
中
学
校
教
育
の
未
来
を
考
え
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

今
回
の
特
集
に
関
連
し
た
デ
ー
タ
か
ら
、
未
来
へ
向
け
た
手
立
て
を
考
え
た
い
。

http://www.ipss.go.jp/
http://www.mext.go.jp/


29 ［中学版］2011 Vol .1

特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

多忙さに悩む中学校教師4

出典／小・中学校：東京大学「教員勤務実態調査（小・中学校）報告書」（２００７年）、高校：文部科学省「教員勤務実態調査（高等学校）報告書」（２００７年）
http://benesse.jp/berd/

Q.１日の残業時間、持ち帰り仕事にどれくらい時間がかかりますか？（勤務日）

Q.次のようなことをどのくらい感じますか？（中学校教師）
教員の給与は安い

保護者や地域住民への対応が増えた

授業の準備をする時間が足りない

生活指導が必要な生徒が増えた

仕事に追われて生活のゆとりがない

教員が行うべき仕事が多すぎる

教員の仕事はやりがいがある

小学校

中学校

高　校

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90

61.7
70.6
72.0

75.7
77.2

83.8
81.2

（％）

0 50 100 150
（分）

109 47 ２時間３６分

146 25 ２時間５１分

103 26 ２時間９分

国際比較で見た日本の子どもたちの学力には課題も3

出典／国立教育政策研究所　OECD生徒の学習到達度調査（PISA)
http://www.nier.go.jp/

読解力を中心に我が国の生徒の学力は改善傾向にある。しかしながら、トップレベルの国 と々比べると下位層が多い
読解力については、必要な情報を見つけ、取り出すことは得意だが、それらの関係性を解釈したり、自らの経験や知識と結びつけたりすることがやや苦手である
数学的リテラシーについては、OECD平均は上回っているが、トップレベルの国 と々は差がある
趣味で読書をすることはない生徒の割合は、２０００年調査から減少（５５．０→４４．２％）したものの、諸外国（OECD平均３７．４％）と比べると依然として多い

●

●

●

●

ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査の結果推移

国立教育政策研究所 「学力向上に関するこれまでの施策とPISA2009の結果」 より抜粋

読解リテラシー

数学的リテラシー

科学的リテラシー

522点（8位）

557点（1位）

550点（2位）

498点（14位）

534点（6位）

548点（2位）

498点（15位）

523点（10位）

531点（6位）

520点（8位）

529点（9位）

539点（5位）

2000年（32か国） 2003年（41か国） 2006年（57か国） 2009年（65か国）

31.5 30.2

34.0 36.6

37.2 34.8

47.5 28.2

41.3 35.9

55.7 28.1

41.0 40.2

とても感じる
まあ感じる

残業時間
持ち帰り時間

http://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kyouinjittai/2006/index_sc.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/kyouinjittai/2006/index_kou.html
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教師の指導観は「確かな学力」の定着重視へ5

出典／Benesse 教育研究開発センター「第５回　学習指導基本調査」（２０１０年）
http://benesse.jp/berd/

出典／文部科学省「全国学力・学習状況調査」（２０１０年）
http://www.nier.go.jp/

Q.授業や生活指導の面でどのようなことを大切にしていますか。
　 あえていえば重視していると思うほうはどちらですか？

Q.授業研究を伴う校内研修を前年度、何回実施しましたか？

1000 20 40 60 80
（％）

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）

1997年

2010年
どの子どもにも、できるだけ

学力をつけさせること
勉強が苦手な子どもには
別の能力を伸ばしてやること

67.0

88.0

33.0

12.0

1997年

2010年
教科書や指導要領の内容を
とにかく最後まで扱うこと

一通り終わりまでやれなくても、
基本的な考え方を身につけること

51.4

70.8

48.6

29.2

1997年

2010年
自発的に学習する意欲や
習慣を身につけさせること

たとえ強制してでも
とにかく学習させること

81.8

65.2

18.2

34.8

1997年

2010年
受験指導は塾などに任せて、

学校では基礎的事項を教えること
受験に役立つ力を学校の授業でも
身につけさせること

31.7

13.8

68.3

86.2

1997年

2010年
不得意な教科や領域の
学力をつけさせること

得意な教科や領域の
学力を伸ばすこと

37.9

59.9

62.1

40.1

授業研究を伴う校内研修の回数は微増傾向6

2007年度

2008年度

2009年度

2010年度

平均
（回）

5.9回

6.2回

6.2回

6.3回

1.9

その他・無回答

全く実施していない

年間１～２回年間３～４回年間５～６回年間７～８回年間９～１０回年間１５回以上
年間１１～１２回年間１３～１４回

0.8
17.527.616.810.09.45.1

2.2

8.7

1.5
0.2

15.428.217.010.79.95.7

2.2

9.2

1.6
0.1

16.228.017.310.79.45.2

2.3

9.2

1.3
0.1

13.928.617.311.39.15.4

2.5

10.4

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/sc_hon/index.html
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/index.htm
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特集

「授業」で生徒を、学級を伸ばす
第1 回
中学校教育の不易と流行

新教育課程では理数教育や言語活動が充実と予想8

出典／Benesse 教育研究開発センター「中学校の学習指導に関する実態調査報告書」（２０１０年）
http://benesse.jp/berd/

Q.新学習指導要領の実施によって、次のような教育内容や活動がどれくらい充実すると思いますか？

理数教育

言語活動

道徳教育

伝統や文化に関する教育

キャリア教育

食育

情報教育

体験活動

環境教育

心身の成長発達の理解

安全教育

ものづくり

1000 10 20 30 40 50 60 70 80 90
（％）

とても充実する まあ充実する
無答・不明

わからない
今までと変わらない

72.5 7.9 2.9 1.315.4

65.4 18.6 5.3 1.69.1

35.6 53.1 6.0 1.83.6

36.3 50.8 8.4 2.12.4

34.5 51.5 8.7 1.83.5

33.8 51.8 9.7 1.82.9

33.1 54.2 8.2 1.82.7

28.6 56.6 9.4 1.83.7

28.0 59.1 8.9 1.72.3

22.3 63.2 11.6 1.81.1

19.8 68.0 9.2 1.71.2

17.2 66.4 13.1 2.11.2

５割の教師が「探究的な学習」に不安7

注）教職経験年数別の数値のうち、最大値に下線を引いている
出典／Benesse 教育研究開発センター「第５回　学習指導基本調査」（２０１０年）http://benesse.jp/berd/

Q.２０１２年度から実施される新学習指導要領の以下の内容を実施するにあたり、
　 あなたはどれくらい不安を感じていますか？

基礎的・基本的な知識・
技能を活用する学習

探究的な学習

「体験活動の充実」の実践

「道徳教育の充実」の実践

「言語活動の充実」の実践

「理数教育の充実」の実践

800 20 40 60
（％）

とても不安 やや不安 ３１年目
以上

２１－３０
年目

１１－２０
年目

６－１０
年目

５年目
以下

6.5 46.3 62.4

56.1

59.8

53.2

46.5

33.5

58.9

54.4

51.0

50.7

38.4

27.8

51.9

44.1

41.7

44.6

31.7

23.4

48.2

38.3

37.3

38.7

26.7

18.9

45.4

39.1

40.6

38.6

31.4

19.3

52.8

5.8 39.1 44.9

5.5 38.7 44.2

4.9 39.2 44.1

3.9 29.4 33.3

2.3 21.3 23.6

［教職経験年数別］ （％）

http://benesse.jp/berd/center/open/report/shidou_kihon5/sc_hon/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/report/gakusyuu_jittai/2010/index.html


◎「意欲を引き出す『家庭学習』指導」は本校の課題の一
つであり、今回の特集は参考になりました。特に、国立
教育政策研究所・山森光陽先生の話は、課題を整理し、
どう解決・改善につなげるか、取り組みの視点が明確
に紹介されていました。

◎山森先生のインタビューで「１人でする宿題にこそ、
個人差を考慮した題材を渡す必要がある」という言葉
が、今までの一斉課題を見直すことに役立ちました。

◎山森先生の話にあった「可処分時間」の考え方に非常
に共感しました。他教科と調整をしないまま、教師の
視点だけで宿題を出すことがありますが、可処分時間
をしっかり考え、現実的な家庭学習課題を出す必要が
あると思いました。

◎家庭学習の習慣化は、全国どの中学校でも悩み苦し
む課題で、まさにアイデア勝負です。登米市立東和中
学校が「朝の学び合い」を設け、時間を確保している事
例は、本校でも取り入れたいと思いました。ただ、本校
は極小規模校であるため、限界があると思います。１
クラス５人以下の学校では成立しにくいでしょう。ま
だ工夫が必要です。

◎登米市立東和中学校の「サイクル学習」は、年間計画
にきちんと位置付けられ、課題内容が三つに分けられ
ていて大変参考になりました。また、どの事例も、自校

化の観点が、それぞれ分かりやすくまとめられていた
点がよかったです。

◎常陸太田市立北中学校の「学び方の手引」が授業用と
家庭学習用に分けられている点を、本校でも取り入れ
たいです。特に家庭学習の大切さを具体的な形で生徒
や保護者に伝えられているかを見直し、改善する必要
があると思いました。

◎岡山市立岡北中学校で、「小学校と連携して予習を大
事にする」という点がとても新鮮でした。また、小学校
との連携で「教えて考えさせる授業」に取り組んでいる
点にも感心しました。学力保障は、分からない・間違
えた部分の補充に目が行きがちですが、予習をすると
１時間の授業の質が変わり、授業の中身がよりつかめ
ると思いました。

◎南会津町立檜沢中学校のeラーニングは画期的な取
り組みで明確な成果もあり、興味深く読みました。し
かし、記事だけでは具体的なイメージを持ちにくかっ
たのが残念です。

◎小規模校の事例が多く、中・大規模校では応用が難
しいのではないかと感じる取り組みもありました。た
だ、どの事例も専門家が「自校化の視点」を示していた
ので、参考にすべき点が分かりやすくまとめられてい
てよかったです。

［千葉県／K中学校／O・H］

［埼玉県／K中学校／O・H］

［島根県／M中学校／Ｔ・Y］

［鹿児島県／S中学校／S・M］

［茨城県／Y中学校／K・H］

［大阪府／T中学校／Y・Ａ］

［大分県／N中学校／K・Y］

［秋田県／K中学校／K・Ｈ］

［富山県／F中学校／O・H］

2010 Vol.４特集「意欲を引き出す『家庭学習』指導」へのご意見

社会が変化する中、人材、モノ、予算のすべてが限られた条件下で、公立中学
校がすべての子どもに学力と進路を保障し続けるためには？　――この課題
意識から、今号の特集企画は出発しました。企画や取材を通して、全国の先
生方が、それぞれのご経験と思いに基づき、さまざまな角度から未来を見据えた
学校づくりをなさっていることを実感しました。こうした取り組みが広く共有され、
自校化されることに『VIEW21』をお役立ていただければ幸いです。今年度
もよろしくお願い申し上げます。（久保木）

編集後記

このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
＊『VIEW21』中学版のバックナンバーは「Benesse教育研究開発センター」ウェブサイト（http://benesse.jp/berd/）
でご覧いただけます。
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◎お問い合わせ先

文部科学省が震災地の学校と提供者を結ぶマッチングサイトを
開設しています　

「東日本大震災子どもの学び支援ポータルサイト」http://manabishien.mext.go.jp/

お知らせ
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